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新
米
を
使
っ
た
米
料
理
、
ど
れ
も
お

い
し
か
っ
た
な
。
２
種
類
の
ル
ー
を
混

ぜ
合
わ
せ
、
ス
パ
イ
ス
の
可
能
性
を
探

る
カ
レ
ー
。
手
作
り
し
た
と
ろ
と
ろ
の

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
と
こ
れ
ま
た
と
ろ
と

ろ
の
チ
ー
ズ
が
絶
妙
に
焦
げ
た
ド
リ
ア
。

鍋
に
入
れ
た
す
べ
て
の
食
材
の
う
ま
み

が
新
鮮
卵
で
合
わ
さ
る
雑
炊
。
…
あ
れ
、

お
米
の
こ
と
褒
め
て
な
い
か
な
。（
～
）
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わ
た
し
は
行
事
の
取
材
で
は
、
あ
ま

り
の
食
べ
物
を
食
べ
な
い
の
で
す
が
、

先
日
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
人
か
ら
揚
げ
た

て
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
も
ら
い
、
一
心
に
食

べ
ま
し
た
。
近
く
に
い
た
人
に
「
写
真

に
撮
り
た
い
く
ら
い
、
お
い
し
そ
う
な

顔
で
食
べ
て
い
る
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
我
慢
し
な
い
で
食
べ
て
Ｐ

Ｒ
に
協
力
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。（
Ｇ
）
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５
ペ
ー
ジ
の
「
子
ど
も
の
視
線
」。
わ

た
し
は
先
入
観
か
ら
「
楽
し
い
先
生
や

面
白
い
先
生
が
中
学
生
の
印
象
に
残
っ

て
い
る
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
自
身

に
顧
み
れ
ば
、
高
校
時
代
、
人
生
訓
を

語
っ
て
く
れ
た
恩
師
が
思
い
出
の
先
生

「
自
動
車
は
ブ
レ
ー
キ
が
あ
る
か
ら
進

め
る
。
止
ま
る
こ
と
の
大
切
さ
」（
修
）

奴
隊 

行
列
そ
ろ
え
て

　
　
　
　
　
は
な
や
か
に

10
月
28
日

津
山
ま
つ
り
（
田
町
）

今月の表紙
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２
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）
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60周年を迎えました 津山市教育委員会 ―❷

▼特集複数の場合

ありし日の再建天守閣

　
上
段
の
写
真
は
昭
和
11
年
２
月
15
日
に
天
守
閣
跡
の
石
垣
の

上
で
行
わ
れ
た
再
建
天
守
閣
の
地
鎮
祭
の
様
子
で
す
。

　
こ
の
天
守
閣
は
、
同
年
３
月
22
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
姫
新
線

全
通
記
念
博
覧
会
の
目
玉
と
し
て
、
津
山
商
工
会
議
所
を
中
心

と
し
た
協
賛
会
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
鎮
祭
か
ら
博
覧
会
開
催
ま
で
の
期
間
を
考
え
る
と
、
わ
ず

か
１
カ
月
ほ
ど
で
完
成
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
天
守
閣
は
建
設
業
者
が
建
築
・
所
有
し
、
協
賛
会
が
当
時
の

金
額
で
７
千
円
の
賃
借
料
を
支
払
い
、
展
覧
会
の
た
め
に
借
り

受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
５
月
５
日
の
博
覧
会
終
了
後
、
40
日

以
内
に
建
設
業
者
が
建
物
を
撤
去
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
解
体
工
事
が
始
ま
る
前
に
、
そ
の
建
設

業
者
の
経
営
が
悪
化
し
て
天
守
閣
の
所
有
権
が
債
権
者
の
手
に

渡
り
、
取
り
壊
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
昭
和
20
年
に
空
襲

の
目
標
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
取
り
壊
さ
れ

る
ま
で
の
９
年
間
「
張
り
ぼ
て
天
守
」
の
愛
称
で
多
く
の
市
民

に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
懐
か
し
い
津
山
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

 　
　
　
　
　
　
　
問
津
山
郷
土
博
物
館
☎
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‐
４
５
６
７

地鎮祭の様子

現在の天守閣跡



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
な
で
き
ご
と

●
教
育
委
員
会
法
公
布
・
施
行

●
津
山
市
教
育
委
員
会
発
足

●
10
カ
村
（
田
邑
・
一
宮
・
高
田
・
神
庭
・
高
倉
・
高
野
・
河
辺
・

大
崎
・
広
野
・
滝
尾
）
が
津
山
市
に
編
入
合
併

●
勝
北
町
楢
が
津
山
市
へ
編
入
合
併

●
勝
央
町
堂
尾･

池
ヶ
原
が
津
山
市
へ
編
入
合
併

●
津
山
市
文
化
財
保
護
条
例
、
同
保
護
委
員
会
規
則
を
制
定

●
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
任
命
制
に
よ
る
教
育
委
員
会
が
発
足

●
津
山
市
補
導
セ
ン
タ
ー
を
開
設

●
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
を
開
館

●
市
立
高
等
学
校
を
県
に
移
管
（
県
立
津
山
東
高
等
学
校
開
校
）

●
津
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

●
津
山
市
民
憲
章
を
制
定

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
都
市
宣
言
を
宣
言

●
箕
作
阮
甫
旧
宅
が
国
指
定
史
跡
に
選

定
●
岡
山
県
津
山
総
合
体
育
館
を
開
館

●
津
山
洋
学
資
料
館
を
開
館

●
市
立
図
書
館
、
中
央
児
童
館
を
開
館

●
青
少
年
健
全
育
成
都
市
宣
言

●
文
化
振
興
事
業
基
金
を
設
置

●
津
山
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
を
設
置

●
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
鶴
山
塾
を
開
設

●
津
山
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
を
開
催
（
毎
年
開

催
）

●
第
１
回
津
山
国
際
総
合
音
楽
祭
開
幕

●
津
山
市
郷
土
博
物
館
を
開
館

●
津
山
っ
子
を
守
り
育
て
る
市
民
の
会
が
発
足

●
津
山
弥
生
の
里
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
開
館

●
西
東
三
鬼
賞
を
創
設

●
ア
ル
ネ･

津
山
に
市
立
図
書
館
、
市
立
文
化
展
示
ホ
ー
ル
、
音
楽

文
化
ホ
ー
ル･

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山
を
開
設

●「
つ
や
ま
っ
子･

デ
ビ
ュ
ー
14
」
中
学
生
の
職
場
体
験
が
始
ま
る

●
市
内
19
小
学
校
で
地
場
産
材
を
使
っ
た
給
食
を
開
始

●
３
町
１
村
（
加
茂
・
阿
波
・
勝
北
・
久
米
）
が
津
山
市
に
編
入
合
併

●「
60･

15
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
挨
拶
運

動
」
を
実
施

●
津
山
食
育
推
進
計
画
を
策
定

●
津
山
市
戸
島
学
校
食
育
セ
ン
タ
ー
が

稼
働

●
げ
ん
ぽ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

●
新
津
山
洋
学
資
料
館
を
開
館

●
津
山
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定

●
津
山
市
教
育
委
員
会
発
足
60
周
年
記

念
式
を
開
催

　
　

年
月

昭
和
23
年

昭
和
27
年

 
 

11
月
１
日

昭
和
29
年

昭
和
30
年

昭
和
31
年

昭
和
36
年

昭
和
41
年

昭
和
45
年

昭
和
46
年

昭
和
47
年

昭
和
49
年

昭
和
52
年

昭
和
53
年

昭
和
54
年

昭
和
57
年

昭
和
58
年

昭
和
59
年

昭
和
60
年

昭
和
62
年

昭
和
63
年

平
成
２
年

平
成
５
年

平
成
11
年

平
成
13
年

平
成
15
年

平
成
17
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
24
年

　
　

11
月
１
日

学校給食の様子（昭和30年代）学校給食の様子（昭和30年代）授業の様子（昭和40年代）授業の様子（昭和40年代）運動会の様子（昭和50年代）運動会の様子（昭和50年代）

　津山市教育委員会は、昭和
23年の教育委員会法の公布・
施行により、昭和27年11月
１日に産声をあげ、60周年を
迎えることができました。
　現代の日本は、グローバル
化や少子・高齢化、家族のあ
り方など、教育を取り巻く状
況が大きく変化しています。

さらに、暴力行為・不登校問題や家庭・地域社会の
教育力の低下などのさまざまな課題が指摘され、学
力の向上や学習習慣の定着が一層求められています。
　このような中、津山市教育委員会では、本年度か
らの５年間を期間とする「津山市教育振興基本計画」
を策定し、津山市ならではの教育施策を推進してい
ます。
　この計画では「つなぐ力を育む～あなたとわたし、
学校・家庭・地域、そして世代を超えて～」を基本
理念として、就学前教育や義務教育、家庭教育、社
会教育の分野ごとに施策の方向性や主な取り組みを

掲げています。　
　特に学校教育では、学力の基礎・基本とも言われ
る知識・理解・技能・表現と共に、思考力・文章読解力・
論述力・批判的思考・課題解決的能力、そして、こ
の学力を支えるために学習意欲や知的好奇心、コミ
ュニケーション力、持続・集中力、生活習慣・学習
習慣の生きる力の育成を重視しています。
　次代を担う子どもたちが津山で育ったことに誇り
を持ち、勉強やスポーツ・文化活動に取り組み、自
分の夢に向かって一歩一歩、歩いて行って欲しいと
願っています。
　子どもの未来のためには、学校だけではなく、家
庭や地域など社会全体が教育に取り組むことが大切
です。豊かな自然環境や歴史・文化遺産、教育資産
を生かし、市民一人ひとりが、それぞれの立場から
豊富な経験・ネットワークを活かして、家庭や学校
をサポートするなど、津山市の教育がさらに良くな
り「教育都市・津山」と呼ばれるようになるため、
お力添えをいただきますようお願いします。
（津山市教育委員会発足60周年記念式式辞要約）

　11月１日、市役所にて、津山市教育委員会発足60周
年記念式を教育関係者約100人が出席して開催しまし
た。式では、まず、出席者全員による津山市民憲章の
唱和が行われ、続いて、居原田教育委員長の式辞や岸

本前教育委員長
のあいさつなど
がありました。
聞き入る出席者
は、これからの
教育行政の推進
に新たな決意を
胸にしたようで
した。

津山市教育委員会　教育委員長　居原田　洋子子どもたちの未来のために子どもたちの未来のために子どもたちの未来のために
　津山市では、昭和27年11月１日に津山市教育委員会が発足し、その後、幾多の法律の改正や
制度の変更に伴い、組織を変化させ、現在に至っています。
　そして、今年11月１日、発足60周年を迎えました。

出席者全員で津山市民憲章を唱和

60周年を迎えました　津山市教育委員会60周年を迎えました　津山市教育委員会特集
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特集 60周年を迎えました　津山市教育委員会

教育総務課

学校施設課

学校教育課

保健給食課（学校給食センター）

小学校28校・中学校８校

　教育委員会では、学校や家
庭、地域それぞれの教育力を
向上させるための取り組み「げ
んぽプロジェクト」を進めてい
るんだ。

教育委員の役割
　委員会は５人の教育委員で構成されています。教育委員は
市民から選ばれた人たちで、次のような役割を担っています。
●教育に関する事務の管理や執行の基本的な方針を決める
●規則や規程の制定や改廃を決める
●学校などの設置及び廃止を決める
●教育委員会や学校の人事に関すること
●教育に関する事務の管理や執行の状況の点検・評価をする

学校教育部の役割
●学校など教育機関や財産の管理をする
●児童生徒などの就学や入学、転校などの事務をする
●学校の組織編制や教育課程、学習指導、生徒指導、職
業指導の事務をする

●校舎などの施設や教具などの設備の整備をする
●教育関係職員､ 児童生徒などの保健や安全管理をする
●学校給食の管理運営をする　　　　　　　　　　  など

生涯学習部の役割
●生涯学習活動を支援する
●公民館を管理、運営する
●青少年の健在な育成や教育相談を行う
●図書館を運営する
●社会文化活動を支援する
●文化財を保護する
●スポーツの振興をする　　　　　　など

▲学校教育の充実（小学校の授業風景） ▲学校給食の提供（戸島学校食育センター） ▲生涯学習（親子ろんご教室）

▲スポーツ振興（津山スポーツ祭） ▲文化財の保護（遺跡の現地説明会） ▲青少年健全育成
　（津山っ子こころのふれあいトーク）

教育委員会ってどんな仕事をしているの？
問教育総務課☎32-2112

　教育委員会は、教育委員で構成する委員会と、委員会で決定したことを具現化していく事務局に分けられます。
　津山市の教育行政を担う教育委員会は、教育に関するさまざまな仕事をしています。
　組織図からそれぞれの役割を見ていきましょう。

教育委員長

教育委員長職務代理者

教育委員

教育委員

教育長

教
育
委
員
会（
委
員
会
）

学
校
教
育
部

子どもの視線 津山市の教育（先生・学校）について、子どもたちはどう思っているのでしょう。
秘書広報室に職場体験に来た中学２年生４人に聞いてみました。

どんな先生が好き？

司会「小・中学校生活の中で印象に残っている先生はどんな先生ですか？」
Ａ君「そうですね。小学１年生の時に教わった先生かな。」
Ｂ君「僕は、小学６年生の時に教わった先生です。」
司会「どんな先生だったのですか？」
Ａ・Ｂ君「何事にもメリ・ハリのある先生で、叱るときは叱る。うれしいと

きは一緒に喜んでくれる。いつも僕たちと一緒に物事を考えてくれる安
心感のある先生だったですよ。」

どんな学校がいい？

司会「どんな学校が君たちにとって良い学校だと思いますか？」
全員「しっかりと勉強できて、友だちと楽しく過ごせる学校です。」

　わたしたちは、60分早く寝
て、15分早起きして、しっかり、
朝ご飯を食べるなど、基本的生
活習慣を身に付けるための取り
組み「60･15キャンペーン」をみ
んなに呼び掛けているのよ。

　わたしは、子どもたちの豊か
な心を育む「つやまっ子読書プ
ラン」をみんなに勧めているの。
　本を読むと自分の世界がどん
どん広がって、より良く生きて
いく力が付くのよ。

　学校給食では、地元
で取れた新鮮でおいしい
食材を使ったり、献立に
郷土料理を加えたりし
て、楽しい給食を提供し
ているんだよ

生涯学習課（公民館・青少年育成センター・鶴山塾　など）

図書館（地区図書館）

文化課（弥生の里文化財センター・郷土博物館・洋学資料館　など）

スポーツ課（津山陸上競技場・津山総合体育館　など）

生
涯
学
習
部

事
務
局

こども課
（幼稚園14園）

こ
ど
も
保
健
部

こども保健部の仕事
●幼児教育の企画・立案や指導
を行う

●幼稚園の管理運営をする

Ｑ．教育委員長と教育長の違いって何ですか？

Ａ．教育委員長と教育長は、教育委員から選
ばれます。

　　教育委員長は、委員会を主宰して教育委
員会を代表します。

　　教育長は、教育委員会に関する事務を統
括する役割を持っています。

げんぽくん

ぶっくちゃん

しょくたん

ろくまるくん いちごちゃん

▲幼児教育の推進

教育委員会と一緒に教育に関わる市長部局
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ごみ・し尿収集

 28日 29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日
 貊 貍 豸 豺 豢 貉 貅 貊

…利用可
…休　み※営業日内の数字は営業時間

※期間前後の定休日にはご注意ください

☆プール11:00～18:00　★柔道場・剣道場は～21:00　◇プール～17:30
※津山スポーツセンター野球場、勝北総合スポーツ公園野球場は芝生養生のため使用不可

12　　月 １　　月

市役所本庁・各支所・倭文出張所
総合斎場
加茂町斎場
津山男女共同参画センター「さん・さん」 
津山ファミリー・サポート・センター
コミュニティーセンター「あいあい」
ふれあいサロン
リユースプラザ津山「くるくる」
中央公民館
津山圏域雇用労働センター
勤労者総合福祉センター
津山市総合福祉会館
津山城跡（鶴山公園）
衆楽園
城東むかし町家・作州城東屋敷・箕作阮甫旧宅
作州民芸館・城西浪漫館
津山洋学資料館・津山郷土博物館
 （12月25・26日は振替休館）
津山弥生の里文化財センター
歴史民俗資料館（加茂町・勝北・久米）
津山文化センター
勝北文化センター
加茂町文化センター
ベルフォーレ津山・市立文化展示ホール
グリーンヒルズ津山　リージョンセンター
グリーンヒルズ津山　グラスハウス
津山総合体育館
津山陸上競技場
中央公園グラウンド
津山市弓道場・津山東体育館・津山東武道場
アイスランド津山
津山スポーツセンター
（サッカー場・テニスコート）
津山スポーツセンター（ゴルフ練習場）
津山スポーツセンター（小野球場）
西部公園
東部公園
加茂町スポーツセンター・加茂町武道場
阿波グラウンド・阿波ふるさとふれあい会館
勝北総合スポーツ公園
ターゲットバードゴルフ場
久米総合文化運動公園
市民温水プールレインボー
ウッディハウス加茂
久米山ふれあいロッジ
勝北陶芸の里工房
めぐみ荘
もえぎの里（あば交流館・あば温泉）
渓流茶屋（阿波森林公園内）

   休   休   
     　　　　 休
      休
   休   休
   休   休
   休   休
   休   休
   休   休

   休   休
   休   休
   休

   休   休
   休   休
   休   休
   休   休
   休   休
   休   休 
   休   休
   休   休
   休   休
    休 休
   休   休
   休   休
 休     
   休   休
    休 休
 休
   休
   休   休
 休
 休
   休   休
   休   休
   休   休

   休   休
   休   休
   休
   休   休
   休   休

   休
      休

★

◇

27日～

27日～

27日～
27日～ ～6日
27日～

8:00～17:00
9:30～18:00

6:00～17:00 6:00～17:00

9:00～17:009:00～17:00

6:00～17:00 6:00～17:00

8:00～17:00

10:00～20:30

10:00～18:009:30～
  18:00

☆プールのみ ☆プールのみ

12:00～
  18:00

 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日
 豢 豺 貂 貉 貅 貊 貍 豸 豺 豢 貉 貅 貊 貍 

津
山
地
域

加  

茂

ごみ収集

し尿収集

直接搬
入のみ

県北衛生
センター、
小松清掃
社のみ

直接搬
入のみ

直接搬
入のみ

休

休

休

休 休

休

休

休休

休

休

休

休

休

休

休休休

休休

…平常どおり
…直接搬入のみ
…休み

…平常どおり
…直接搬入のみ
…休み

※ごみの直接持込みの受付は、8:15～12:00、13:00～16:00です（通常時）
　◆粗大ごみの年内戸別収集の受付は12月27日㈭までです（直接搬入の受付は12月28日㈮まで）
　◆し尿収集申込先（予約要） ㈱ハヤシ産業☎22-4556（年内収集受付は12月21日㈮まで）
　　　　　　　 ㈲県北衛生センター☎22-7851（年内収集受付は12月27日㈮まで）
　　　　　　　　 ㈲小松清掃社☎24-1881（年内収集受付は12月25日㈫まで）
　◆青空リサイクルプラザ ハピーマート東一宮店　年内：12月16日㈰まで、年始：１月 ６日㈰～ 
　　　　　　　　　　　　 カインズホーム津山店　年内：12月 ８日㈯まで、年始：１月12日㈯～
　　　　　　　　　　　　 ウエストランド　　　　年内：12月23日㈰まで、年初：１月13日㈰～              

★し尿収集申込先　㈲小松清掃社☎24-1881（年内収集受付は12月25日㈫まで） 問加茂支所市民生活課☎32-7032

★し尿収集申込先　㈲小松清掃社☎24-1881（年内収集受付は12月25日㈫まで） 問阿波支所市民生活課☎32-7042

　★ごみ収集、直接持込先　津山圏域西部衛生施設組合☎54-0572（直接持込みは8:30～12:00、13:00～15:00）
　★し尿収集申込先　㈱ハヤシ産業☎22-4556（年内収集受付は12月21日㈮まで）　 問久米支所市民生活課☎32-7012

　★ごみ収集、直接持込先　津山圏域西部衛生施設組合☎54-0572（直接持込みは8:30～12:00、13:00～15:00）
　★し尿収集申込先　㈱ハヤシ産業☎22-4556（年内収集受付は12月21日㈮まで）　 問勝北支所市民生活課☎32-7022

◆年末・年始はごみ置場があふれることが予想されます。決められた日に、決められた物を出しましょう

12　　月 １　　月

可燃ごみ

粗大ごみ

可燃ごみ

資源ごみ

し　　尿

小
桁
焼
却
場

横
山
資
源
化
セ
ン
タ
ー

直接搬入のみ
8:15～12:00

直接搬
入のみ
8:15
～
12:00

直接搬
入のみ
8:15
～
11:00

直接搬
入のみ

直接搬
入のみ

 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日
 豢 豺 貂 貉 貅 貊 貍 豸 豺 豢 貉 貅 貊 貍 

12　　月 １　　月

阿  

波

ごみ収集

し尿収集

休

休

休 休

休

勝  

北

ごみ収集

直接搬入

し尿収集

休

休

休 休

休 休

休 休

午前
のみ午前のみ

久　

米

ごみ収集

直接搬入

し尿収集

休 休

休

休 休

年 末 年 始 の 公 共 サ ー ビ ス年 末 年 始 の 公 共 サ ー ビ ス年 末 年 始 の 公 共 サ ー ビ ス

休
10:00～
  20:30

問津山市環境事業所☎22-8255
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市政だより

第
１
回「
市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」を
開
催
し
ま
し
た

市政だよりCity Information

高
齢
者
の
通
院
手
段
「
ご
ん
ご
バ

ス
」
の
利
便
性
ア
ッ
プ
を

参
加
者　
高
齢
者
の
通
院
手
段
と
し
て

　
「
ご
ん
ご
バ
ス
」の
果
た
す
役
割
は
非

常
に
大
き
い
の
で
、
運
行
ル
ー
ト
や

運
行
時
間
な
ど
、
も
う
少
し
利
便
性

が
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、
高
齢
者
は
も
っ

と
助
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
ま
た
、
運
行
ル
ー
ト
や
乗
り
換
え

な
ど
に
つ
い
て
、
も
っ
と
分
か
り
や

す
く
、
お
知
ら
せ
す
る
回
数
も
増
や

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

市
長　
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
少
し
ず
つ
で
も
利
便
性
が
上

が
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
市
民

の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
す
る
機
会
も

増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
助
成

に
感
謝

参
加
者　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
の
助
成
が
開
始
さ
れ
、
患
者

さ
ん
か
ら
感
謝
の
声
を
多
く
聞
い
て

い
ま
す
。

　
　
助
成
券
を
市
役
所
ま
で
取
り
に
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が
、

交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
に
対

し
て
は
郵
送
す
る
な
ど
、
何
か
良
い

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
長　
郵
送
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

健
康
増
進
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
医
療
費
の
充
実
は
定
住
促

進
策
の
柱
の
一
つ

参
加
者　
子
ど
も
医
療
費
が
２
割
負
担

か
ら
１
割
負
担
に
な
り
、
保
護
者
は

大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
将
来
の
国

を
背
負
う
世
代
へ
の
施
策
は
、
子
育

て
世
代
の
定
住
促
進
策
に
な
り
、
大

切
で
す
。

市
長　
定
住
促
進
策
と
し
て
、
子
育
て

支
援
、
雇
用
対
策
、
交
通
ア
ク
セ
ス

な
ど
の
充
実
は
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
定
住
を
促
進
し
、
人
口
の
減

少
を
食
い
止
め
た
い
で
す
ね
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
を
ど
の
よ

う
に
解
決
し
て
い
く
か

参
加
者　
現
在
の
津
山
市
の
医
療
体
系

は
、
同
規
模
の
自
治
体
と
比
較
し
て

充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
、
こ
の
体
系
を
維
持
し
て
い
く
た

　
こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
と
の
新
た
な
懇
談
会
「
市
民
と
市
長
の
ふ
れ

あ
い
ト
ー
ク
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

参加者を募集しています

　ふれあいトークは、３人
から６人までのグループと
市長が、ざっくばらんに市
政について語り合う会です。
　皆さんの参加をお待ち
しています。
　詳しくは、お問い合わせ
ください。

問秘書広報室☎32-2029

め
に
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
特
に
看

護
師
の
確
保
が
重
要
で
、
市
と
医
師

会
が
連
携
し
て
「
津
山
市
版
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
」
を
作
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
　
看
護
師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
休
職
中
の
看
護
師
の
掘
り
起
こ

し
が
必
要
で
「
研
修
医
療
セ
ン
タ

ー
」
な
ど
、
看
護
師
の
復
職
に
役
立

つ
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
　
看
護
師
が
復
職
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
子
ど

も
が
小
学
校
に
入
学
す
る
ま
で
の
子

育
て
支
援
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　
津
山
・
英
田
圏
域
で
は
医
師
も

不
足
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

参
加
者　
医
師
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
、
若
い
医
師
に
津
山
市

に
定
着
し
て
も
ら
う
た
め
の
、
住
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

市
長　
住
環
境
整
備
な
ど
に
引
き
続
き

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

と　き　11月１日㈭
テーマ　医療と健康づくり
　参加者（５人） ※敬称略

藤木茂篤（津山中央病院長）
松尾直光（津山市医師会長）
村上昌之（津山歯科医師会長）
山口清美（岡山県看護協会津山
支部長）
居森英行（津山中央病院企画管
理部長）

市民と市募集しますがん検診・特定健診を実施します
問健康増進課☎32-2069

　がん検診や特定健診を医療機関で受診する期限は１月31日㈭までとなっていますが、もうお済みでしょうか？
　市では、２月21日㈭～23日㈯に津山すこやか・こどもセンターで、がん検診や市国民健康保険の特定健診
などを実施します。この３日間は、今年度分の受診券や減免券・無料券・がん無料クーポン券であれば有効期
限にかかわらず使うことができます。受診を希望する人は、２月12日㈫までに電話で予約をお願いします。

■受診券の再発行もすぐ窓口で
　　健康増進課窓口で特定検診と高齢者
検診の受診券の再発行、乳がん・子宮
がん検診の無料クーポン券の再発行や
受診料の減免申請が、すぐにできます。

※印鑑要（スタンプ印は不可）
■受診料が安い
　　限られた日時に集中して行うので、
受診料が安くなります。

■すべてのがん検診を実施
　　すべての種類のがん検診を受けるこ
とができます。また、乳がん検診はマ
ンモグラフィも併せて受診できます。
40～50歳代は乳がんの発生率が高い
年代といわれているので、特に、マン
モグラフィの受診をお勧めします。

■託児サービスを用意
　　午後は託児サービスを用意していま
す。小さい子どもがいる人も安心して
健（検）診を受診してください。

市民と市募集します子どもの緊急時 救急車を呼ぶのはこんなとき
問健康増進課☎32-2069

　救急車は限られた台数しかありません。緊急性があり、救急車が必要なときは次のポイントを参考にして、
迷わず119番通報をしましょう。
　　   救急車を呼ぶポイント　― 子どもの状態 ―

　
普段からの心掛け４項目

１　日頃から子どもの健康管理に心掛けましょう
　日頃から子どもの健康状態をチェックしましょう
２　かかりつけ医を持ちましょう
　気軽に相談できるかかりつけ医を持ち、病気かな？ と
思ったら早めに受診しましょう

３　昼間の診療時間内に受診しましょう
　昼間の診療時間内は、検査体制や医療スタッフが充
実しているので、検査や投薬などもスムーズに受けら
れます

４　医療機関でのルールや受診のマナーを守りましょう

対　象

市国民健康保険の
被保険者で40～74
歳の人
後期高齢者医療制
度の被保険者
40歳以上で、今ま
で肝炎ウイルス検
診を受けたことが
ない人
40歳以上の人
40歳以上の人
結核：65歳以上の
人、肺がん：40歳以
上の人
50～69歳の男性
20歳以上の女性
30歳以上の女性

40～69歳の女性

69歳
以下

 1,000円

 600円

 1,300円
 500円

 400円

 500円
 1,100円
 400円

 1,700円

70歳
以上

500円

500円

300円

500円
300円

200円

―
500円
200円

受付
時間

8:00
　
10:00

13:00

14:00

受診できる　　
健（検）診　　

特定健診

高齢者健診

肝炎ウイルス検診

胃がん検診
大腸がん検診

結核・肺がん検診

前立腺がん検診
 子宮がん検診

視触診

視触診・マンモグ
ラフィ併用検診

総
合
健
（
検
）
診

乳
が
ん
検
診

２月21日㈭
・22日㈮・

23日㈯

津山すこや
か・こども

センターで

ふれあいトークの様子ふれあいトークの様子

小児救急医療電話相談☎＃8000
　土曜・日曜・祝日・年末年始 18:00～23:00
　平日（月～金曜）　　　　 19:00～23:00

顔

胸

頭

おなか

手足
意識の障害
誤飲

じんましん

やけど

くちびるの色が紫色で、呼吸が弱い
激しい咳や呼吸がゼーゼーしている。呼吸
が苦しそうで顔色も悪い
頭を強くぶつけた。ひどく痛がって、
けいれんがある
激しい下痢や嘔吐があり、食欲が
なく、意識がはっきりしない。
うんちに血が混じっている
手足が硬直している
もうろうとしている。意識がない
煙草など異物を飲み込んだ
虫に刺されるなど、全身にじんましんが出
て、顔色が悪くなった
広範囲のやけどや痛みのひどいやけど

部
位

症
状

お う と

～
～

� 2012.12 82012.12



県営住宅津山団地県営住宅津山団地

雇用促進住宅
林田宿舎
雇用促進住宅
林田宿舎

グリーンハイツ
もみじ

A棟
B棟

グリーンハイツ
もみじ

A棟
B棟

市民と市募集します第３回津山市版事業仕分けを実施しました

市政だより

問行財政改革推進室☎32-2028

市民と市募集します整骨院や接骨院は、健康保険が使えないことがあります

　整骨院や接骨院などで受ける施術の中には、症状によっては、健康保険の対象とならないものがあります。
受診する人は、施術を受ける前に、健康保険が使えるかどうかを、よく確認してください。

次の施術には、健康保険は使えません
・肩こり、腰痛（日常生活での疲労によるもの）
・筋肉疲労、筋肉痛（スポーツなどによるもの）
・加齢からくる痛み（けがが原因ではないもの）
・慢性病からくる痛みやしびれ
　（脳疾患後の後遺症、神経痛、リュウマチなど）
・症状の改善が見られない長期の施術
　（漫然とした施術）
※これらの施術は、全額自己負担になります

重複受診はしないでください
　同じ症状で、同じ時期に柔道整復師の施術と医
療機関での治療を受けると、重複受診になります。
この際、柔道整復師の施術は健康保険が使えない
ので、後で療養費を患者本人に請求することがあ
ります。

次の施術には、健康保険が使えます
・打撲、捻挫、挫傷、脱臼、骨折
※脱臼や骨折は、医師の同意書が必要です
※応急手当時は、手当後に医師の同意書が必要
です

ご注意ください
　市では、施術後、施術の内容について、施術
師や患者本人に確認する場合があります。
　健康保険が使えない施術だと分かった時は、
その施術の療養費を患者本人に
請求することがあります

　11月10日㈯・11日㈰に津山市版事業仕分けを実施しました。仕分け人と市との議論を聞いた市民評価委員が、
判定（評価）を行いました。
　市は、この判定結果を最大限尊重して各事業の今後の方針を策定し、次年度以降の事業の見直しと予算編成
に反映させるように努力します。
第３回津山市版事業仕分け結果一覧表

問保険年金課☎32-2071

老齢年金の源泉徴収票
　　　　が送付されます

　日本年金機構では、厚生年金や国民年金の
「老齢年金」受給者全員に「源泉徴収票」を送
付しています。
　老齢年金の受給年金額が108万円以上（65
歳以上の人は158万円以上）の人は、所得税を
源泉徴収することになっています。
対象者　平成24年１～12月に老齢年金を受け取
った人

記載内容　平成24年中の年金総額、源泉徴収
税額、控除内容など

送付時期　平成25年１月中
※源泉徴収票は再交付ができます。お近くの年
金事務所にお問い合わ
せください

※「障害年金」や「遺族年
金」は非課税です。源
泉徴収票は送付されま
せん

問保険年金課☎32-2072、津山年金事務所（田
　町）☎31-2360

水道用地の売り払い

 所在地 種別 地積 最低売払価格
  （地目） （公簿） （予定）
 野介代466-3 土地 181.00㎡ 54,481円  （水道用地）
入札方法　一般競争入札
入札の受付期間　12月26日㈬～平成25年１月９日㈬
現場説明会　12月26日㈬午前10時30分～11時30分
入札日　平成25年１月16日㈬
※当物件には鉄筋コンクリート造の水道配水池があり、撤
去費用などは落札者の負担となります

問水道局業務課☎32-2104

公園公園

事業名
【担当課】

津山市連合町内会補
助金
【協働推進室】

津山市社会福祉協議
会運営補助金
【生活福祉課】

学校管理業務委託料
【学校施設課】

知新館管理運営費
【文化課】

久米山ふれあいロッ
ジ管理運営費
【生涯学習課】

神楽尾公園管理運営
費
【公園緑地課】

ライスセンター・氷温
貯蔵施設・加工施設
管理委託料
【農業振興課】

公立幼稚園管理運営
事業
【学校教育課】

津山市工業設備資金
利子補給事業
【経済振興課】

庁舎管理委託料（電
話交換・庁舎案内業
務）

【財政課】

判定
結果

④
市が実施
（要改善）

④
市が実施
（要改善）

①
廃止

②
民間など
が実施

①
廃止

④
市が実施
(要改善)

④
市が実施
(要改善)

④
市が実施
(要改善)

①
廃止

①
廃止

判定の内訳数と主な意見
 ①廃止 ②民間など ③市が実施 ④市が実施 ⑤市が実施
  　が実施　 （現行どおり） （要改善）　  （拡大・充実）
 ２ ０ ３ 18 ２
●補助金の積算根拠となる基準を作るべき　●市は補助金の使途を
把握すべき　●費用対効果の検証をすべき
 １ ２ ３ 16 ３
●社会福祉協議会の実態を把握して補助金を交付すべき　●補助金
が有効活用されるよう検証すべき　●補助金の使途を指導すべき
 18 ０ ２ ３ ２
●利用者の責任や応分負担のうえで利用していくべき　●利用状況
の把握や利用者からの意見を聞くべき
 ０ 12 ０ 11 ２
●活用方法を検討して、ＰＲすべき　●維持管理費をまかなう方法
を考えるべき　●文化財を守っていくための市民意識を高めるべき
 21 ４ ０ ０ ０
●生涯学習施設としての役割が果たせていない　●山の上に立地し
ていて、車が無ければ利用しにくい　●市は手を離すべき
 １ １ ０ 25 ０
●経費（人件費）がかかり過ぎている　●管理方法を見直し、経費
を削減すべき　●市民が楽しめる遊具は充実して、ＰＲすべき　
 １ ７ ２ 14 ３
●阿波地域の活性化は必要だが、公社の赤字を補てんする仕組みは
良くない　●高付加価値商品の開発や販路開拓に対して支援すべき
●計画を作って黒字化を目指し、将来的には民間で実施すべき
 １ ２ １ 18 ５
●公立と私立の役割分担を明確にして、市民ニーズにあった運営を
●少子化に合わせて、定員の見直しや統廃合を行うべき
 14 ２ ０ 11 ０
●廃止して、時代のニーズに合った分野と支援策を考えるべき
●雇用創出に重点を置いた支援を行うべき
 26 ０ ０ １ ０
●費用がかかり過ぎている　●代表電話を廃止しても、直通電話で
対応でき、サービスの低下にはならないはず　●市職員全体で対応
していくべき　

番　
号

実
施
日

11
月
10
日
㈯
／
市
民
評
価
委
員
25
人

11
月
11
日
㈰
／
市
民
評
価
委
員
27
人

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

物件
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法人市民税の申告納付をお願いします
問課税課（市役所２階３番窓口）☎32-2015

　法人市民税は、事業者自らが税額を計算して確定申告などを行って納税する「申告納付制度」をとっています。
市内に事務所や事業所などを設置している法人は申告納付が必要です。
　
　
　

対象となる事業所　商業登記した法人のほか、地方税法で非課税とならない団体など
確定申告の申告納付期限　事業年度終了日（決算期末日）の翌日から原則２カ月以内
※このほか、中間申告・予定申告・修正申告などもあります。それぞれの申告納付期限を過ぎると、延滞金が
かかる場合があります

法人の設立・設置や異動の届け出もお忘れなく

市政だより
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固
定
資
産（
償
却
資
産
）申
告
の
お
知
ら
せ

問
課
税
課（
市
役
所
２
階
４
番
窓
口
）☎
32‐

２
０
１
６

業　種
不動産貸付、賃貸
マンション、アパ
ート・共同住宅、
駐車場業（貸付を
含む）

製造業、印刷業、
倉庫業、卸売業

建設業、工事請負
業、建設機械等リ
ース業

店舗・小売販売
業、料理飲食業

理・美容業、医（歯
科）業、クリーニ
ング業

ガソリンスタン
ド、自動車修理業

農業、林業、酪農
業

主な償却資産の内容
外構工事（門扉、塀、緑化施設、側溝など)、ネット、フェ
ンス、受変電設備、広告塔、看板、壁面文字、浄化槽・管
理設備、駐車場舗装・設備、外灯、ルームエアコン、屋外
の給排水設備、駐車装置、駐車料金自動計算装置、舗
装路面 など

外構工事（門扉、塀、緑化施設、側溝など)、受変電設
備、自家発電設備、広告塔、金属製品製造設備、食品製
造設備、旋盤、ボール盤、梱包機、工場等の幹線動力設
備、機械の給排水設備 など

ブルドーザ、パワーショベル、大型特殊自動車、発電
機、ランマ、タンパ、ロードローラ、パソコン、コピー機、
看板、舗装路面、応接セット　など

日除け、看板、広告塔、受変電設備、壁面文字、駐車場
舗装・設備、ルームエアコン、陳列棚、陳列ケース、カウ
ンター、テーブル、いす、厨房設備、冷凍冷蔵庫、カラオ
ケ機器、レジスター　など

受変電設備、広告塔、看板、壁面文字、サインポール、
浄化槽・管理設備、駐車場舗装、理美容いす、ルームエ
アコン、医療機器（レントゲン装置、手術機器、歯科診
療ユニットファイバースコープ等)、ガス（麻酔）設備、洗
濯機、乾燥機、プレス機、ボイラー、ビニール梱包機　
など

受変電設備、広告塔、看板、壁面文字、サインポール、
浄化槽・管理設備、地下タンク・設備、防火壁、舗装路
面、独立キャノピー、洗車機、ガソリン計量器、防犯装
置、コンプレッサー、旋盤、プレス、測定工具、検査工具
　など

ビニールハウス、果樹棚、ボイラー、搾乳機、自動給餌
機、パワーショベル、発電機、乾燥機、もみすり機、米選
機、林業用機械、林内作業車、チェーンソー、パソコン、
保冷庫　など

このような資産があれば申告してください

事業者の皆
さんへ

届け出の種類

法人設立(設置)届

法人等の異動届

届け出の時期
①市内に本店などを置く法人を設立した
とき

②市外に本店などがある法人が市内に新
たに事務所や事業所を設置したとき

法人の代表者や商号（法人名）、所在地、
決算期などに変更があったとき

提出期限

設立・設置か
ら20日以内

速やかに

提出方法

課税課に備え付けの届
出書に記入して提出
※市ホームページから
　印刷可

市民と市募集します市・県民税の制度が変わります
問課税課（市役所２階３番窓口）☎32-2015

■平成25年１月１日以降に支払われる退職所得に係る市・県民税の計算方法が変わります

■所得控除を受ける時の生命保険料控除の取り扱いが変わります
　①一般生命保険料控除から介護保障や医療保障を分離して、介護医療保険料控除を新設
　②平成24年１月１日以降に締結した保険契約（新契約）では、各保険料控除の適用限度額などを変更
　各保険料控除の適用限度額

　※合計適用限度額は、それぞれの保険料の控除額を合計した後の限度額
　※控除額の計算や新契約と旧契約の双方について控除を適用する場合の算定方法などについては、お問い合
わせください

■白色申告者の記帳・帳簿等の保存対象がすべての人に適用
　白色申告者とは、事業所得や不動産所得、山林所得を生ずる業務を行う人です。

　※詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧ください

市民と市募集しますふるさと納税で津山市を応援してください（ふるさと津山サポート寄付金）
問産業政策課☎32-2081

ふるさと納税とは？
　ふるさと納税は、生まれ故郷や応援したい
と思う自治体に寄附をするものです。
　寄附をすることで、一定の範囲で所得税や
個人住民税などが控除の対象になります。
寄附金のメニューは７種類！
　寄附金のメニューは、７つの事業から選ぶ
ことができます。
　①ふるさとの父、母サポート事業
　②ふるさとのこどもサポート事業
　③桜あふれる津山城整備事業
　④誇りある津山洋学発信事業
　⑤ふるさとのお宝サポート事業
　⑥水と緑あふれる環境まちづくり事業
　⑦その他（使途を指定しない寄附）

特　典
　5,000円以上のご寄附をいただいた人には「ふるさと津山
サポーター年間パスポート」を贈呈しています。
　このパスポートを提示すると、
津山城（鶴山公園）、津山郷土
博館、津山洋学資料館へ無料で
入場できます。また、市内43カ所
の協賛企業や店舗などで特典を
受けることができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▶平成25年12月31日まで 平成26年１月１日から　　　　▶
保存　　　　　　前々年分または前年分の事業所得などの合計額が　　　　　　　　　　すべての人対象　　　　　　 300万円を超える人

　　 旧契約　平成23年12月31日以前に締結 新契約　平成24年１月１日以降に締結
 保険料控除の種類 所得税 住民税 所得税 住民税
 一般生命保険料控除額 50,000円 35,000円 40,000円 28,000円
 介護医療保険料控除額   40,000円 28,000円
 個人年金保険料控除額 50,000円 35,000円 40,000円 28,000円
 合計適用限度額 100,000円 70,000円 120,000円 70,000円

課税される　　　　×市民税分（税率６％）　 ×90％　　＝市民税額（百円未満切り捨て）　　 市に納付する
退職所得の金額　　

×県民税分（税率４％）　×90％　　＝県民税額（百円未満切り捨て）
　　

市・県民税の額（千円未満切り捨て）
▶

退職手当など
の支払い額

退職所得
控除額

1
2－ －×

　これから年末年始を迎え、友人やご親戚に会
われる機会も多くなると思われます。
　その際には、ぜひ「ふるさと納税」の紹介を
お願いします。

勤続年数が５年以下の法人役員などの
退職所得に係る２分の１課税の廃止
すべての退職所得に係る10％の税額控除（税額に90％を
乗ずる措置）の廃止

＝ ＋
　　　　均等割額
資本金などの額と従業員数の
区分から算出する額（　　　　　　　 ）

　　　法人税割額
法人税額に税率14.7％を
乗じた額（　　　　　　 ）法人市民税額

（　　　　　）

期間

ー ー
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勇壮！にぎわい！津山のまつり

僕らが伝えたい仕事の大変さ

命を救う訓練を体験

　今年のつやまっ子・デビュー14（職場体験）では、
北陵中学校と鶴山中学校の２年生が取材や原稿作成、
校正作業を体験し、本ページ右側の記事を作りました。 

　３日間で職場の大変さや厳しさなど
を学びました。実際にインタビューを
して原稿を書くのは緊張したけど、良
い経験になりました。 

　カメラなどを使って取材したことが
いい思い出です。実際に校正作業や会
議を行って１つの原稿を作るのに、大
変な苦労があるんだなと感じました。 
 

　３日間働かせていただいてカメラ
の操作方法や名札の受け渡し方など
を学び、市役所職員の仕事は大変だ
ということがわかりました。 

　取材をさせてもらったり文章を書
いたりして、広報の大変さがわかり
ました。校正の作業は本当に大変な
作業だと思いました。 

　11月14日、津山消防署では４人の生徒が装備のつけ方や酸素ボンベの使い方、防火服を素早く着る訓練に、真剣な表情で取り組んでいました。さらに、装備を着けて走るなど、慣れない動作に苦戦していました。 
　休憩中、生徒の１人は「消防士と同じ動きをするのは大変」と苦笑いを浮かべていました。また、指導した消防士は「自分の仕事をやり遂げることの大切さを感じてほしい」と話してくれました。 
　休憩が終わると、生徒たちはまたすぐに防火服に着替え、職員と共に一生懸命、訓練体験をがんばっていました。 

　11月８日、ＪＲ津山駅では２人の生徒が、改札業務や駅周辺の掃除などを体験していました。生徒たちは「駅を気持ち良く使ってもらうための仕事はとても難しい」と話してくれました。 　朝の通勤時間には、たくさんのお客さんが来て、慣れないあいさつに追われる生徒たちの様子から、駅員という仕事の大変さを感じました。 　駅員さんは「この仕事の良いところは、お客さんとのふれあいがあることと、ありがとうと言ってもらえる事です。それを中学生にも体験してほしい」と語ってくれました。 

津山まつり（徳守神社）津山まつり（大隅神社）

阿波八幡神社の花まつり

物見神社の花まつり

さら山時代祭り
勝北
ふるさとまつりかも谷まつり久米ふるさとまつり

新野まつり

津山まつり（高野神社）

出雲街道
津山城東むかし町

　10月に東京で開催さ
れた民謡民舞全国大会で、
37団体の中から優勝に
相当する内閣総理大臣賞
を受賞した宮坂流津山銭
太鼓保存会の皆さん。 
　宮坂麻未さんと宮坂一
樹さんは「ステージでは
昨年出場した時よりも力まずに踊れて、普段
の練習の成果を発揮することができました。
客席の皆さんからもたくさんの声援をいただ
き、受賞できて本当にうれしかったです。今
後は、新しい曲や踊りにどんどん挑戦して、
また受賞ができるようにがんばりたいです」
と力強く語ってくれました。 
 

　10月から11月にかけて、市内各所で祭りが開催され、大勢の人でにぎ
わいました。 

（職場体験レポート後記） 

船曳啓太くん 

寺坂実成くん 

綾部啓祐くん 

石坂高輝くん 

つやまっ子・デビュー14（北陵中学校） 

中学生の職場体験レポート 

つやまっ子・デビュー14（鶴山中学校） 

市内各所 
宮坂流津山銭太鼓保存会 
内閣総理大臣賞受賞内閣総理大臣賞受賞

P  H  O  T  O 

R    E    P    O  

ふぉと
るぽ

ふぉと
るぽ

や き 

つ ぶ 豆豆豆豆
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掛
け
声
と
同
時
に
花
火
を
上
げ
て
、
新
年

を
祝
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
は
？

　
こ
の
花
火
大
会
を
で
き
る
だ
け
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。
城
西
地
区
の
中
で
笠
松

町
内
会
は
若
い
人
が
活
発
な
地
区
で
す
。

若
さ
を
イ
ベ
ン
ト
に
生
か
す
た
め
に
、
わ

た
し
た
ち
の
活
動
を
見
て
、
さ
ら
に
若
い

人
が
町
内
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
て
、
青
壮

年
で
活
動
す
る
人
が
増
え
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
青
壮
年
に
入
る
人
は
、
集
ま
る
こ
と

が
好
き
な
人
が
多
く
、
主
催
す
る
側
に
と

っ
て
も
こ
の
花
火
大
会
が
楽
し
み
の
一
つ

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

普
段
は
農
業
を
営
む
立
畠
さ
ん
。物
静
か

な
雰
囲
気
の
中
に
も
、花
火
大
会
や
地
元

町
内
へ
の
熱
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。今
年

の
大
み
そ
か
は
花
火
を
眺
め
な
が
ら
年
を

越
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
情
報

■
美
作
国
の
織
と
色
彩

と
き　
12
月
15
日
㈯
〜
24
日
㈪
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　
城
東
む
か
し
町
屋
（
東

新
町
）

内
容　
幻
の
織
物
「
倭
文
織
」
復

元
へ
の
取
り
組
み
や
、
現
代
の

織
物
作
家
の
作
品
展
示

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
は
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

街
道
歩
き
は
発
見
と
交
流
の
宝
庫

　
美
作
国
の
古
い
街
道
を
歩
き
、

そ
の
地
に
生
き
た
人
た
ち
の
足
跡

を
た
ど
る
美
作
国
の
街
道
歩
き
が

４
つ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
各
コ
ー
ス
の
街
道

に
残
る
史
跡
や
街
並
み
を
巡
り
、

ガ
イ
ド
が
語
る
土
地
の
い
わ
れ
や

　

そ
の
昔
、
日
本
原
の
地
は
草
木
が
生
い

茂
る
原
野
で
し
た
。

　

今
か
ら
２
７
０
年
程
前
の
享
保
・
元
文

年
間
（
１
７
１
６
〜
１
７
４
１
年)
、
全

国
の
社
寺
な
ど
を
巡
礼
し
て
回
っ
た
福
田

五
兵
衛
が
、
こ
の
地
に
小
さ
な
茶
屋
を
設

け
ま
す
。

　

五
兵
衛
は
街
道
を
行
き
交
う
旅
人
に
茶

を
振
る
舞
い
な
が
ら
、
見
聞
き
し
て
来
た

日
本
各
地
の
面
白
い
話
を
聞
か
せ
、
茶
屋

は
繁
盛
し
た
そ
う
で
す
。

　

い
つ
し
か
、
誰
と
は
な
く
、
こ
の
茶
屋

の
こ
と
を
日
本
廻
国
茶
屋
、
五
兵
衛
を
廻

国
五
兵
衛
・
日
本
五
兵
衛
と
呼
び
、
ま
た
、

こ
の
地
を
日
本
野
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
「
日
本
原
」
と
い
う
地
名

の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
原
の
東
端
に
あ
る
日
本
原
神
社
に

は
、
日
本
五
兵
衛
の
碑
が
あ
り
、
西
方
に

は
今
で
も
、
五
兵
衛
の
墓
標
が
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。

津山津山

あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

あ
れ
こ
れ

毎
年
、
花
火
大
会
を
主
催
す
る
こ
と
は
珍

し
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
も
本
格
的
な

打
ち
上
げ
花
火
が
、
会
場
の
下
か
ら
上
が

る
の
で
目
の
前
で
花
火
が
開
き
、
迫
力
が

あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
こ
の
花
火
大
会
に
町
内
会

以
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
も
ら

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
お

も
て
な
し
と
し
て
、
笠
松
の
青
壮
年
を
中

心
に
、
笠
松
町
内
会
や
隣
接
す
る
青
壮
年

の
有
志
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、
餅
つ
き

を
し
た
り
、
豚
汁
や
年
越
し
そ
ば
な
ど
を

振
る
舞
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
節
目
の
大
会
で
す
ね

　
今
年
は
、
例
年
よ
り
も
１
時
間
早
い
午

後
９
時
か
ら
始
ま
り
、
20
回
の
記
念
と
し

て
、
青
壮
年
会
員
を
含
め
た
有
志
に
よ
る

バ
ン
ド
演
奏
や
花
火
が
打
ち
上
が
る
の
に

合
わ
せ
て
思
い
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
花

火
を
行
う
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
午
前
０

時
の
年
越
し
に
合
わ
せ
て
来
場
者
み
ん
な

で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行
い
「
ゼ
ロ
」
の

今
年
、20
回
目
を
迎
え
る
小
田
中
笠
松
地

区
の
大
み
そ
か
花
火
大
会
。大
会
を
主
催

す
る
笠
松
青
壮
年
会
長
の
立
畠
さ
ん
に
お

話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

花
火
大
会
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
20
年
前
、
青
壮
年
の
会
合
で
花
火
師
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
会
員
が
「
大
み
そ
か

に
花
火
を
上
げ
て
み
よ
う
」
と
言
い
出
し

た
の
が
き
っ
か
け
の
よ
う
で
す
。
小
田
中

に
は
広
い
畑
が
あ
り
、
冬
場
は
作
物
を
作

ら
な
い
の
で
、
畑
に
穴
を
掘
り
花
火
を
置

い
て
打
ち
上
げ
ま
し
た
。
見
物
客
に
は
果

物
や
お
菓
子
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
花
火
大
会
な
の
で
す
か
？

　
私
た
ち
の
よ
う
な
小
さ
い
町
内
会
が
、

笠
松
青
壮
年
会
長

立
畠
伸
吾
さ
ん（
小
田
中
）

街道を歩き、歴史を振り返る街道を歩き、歴史を振り返る街道を歩き、歴史を振り返るVol.9
きらめく

津山

きらめく

津山津山人人人
花
火
大
会 

で
き
る
と
こ
ろ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
け
た
い

花
火
大
会 

で
き
る
と
こ
ろ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
続
け
た
い

日
本
五
兵
衛
（
日
本
原
）

問美作国建国1300年記念事業実行委員会☎35-3434

歴
史
な
ど
に
耳
を
傾
け
て
、
当
時

の
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
特
産
品
を
使
っ

た
弁
当
や
名
水
で
入
れ
た
お
茶
の

接
待
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
お

も
て
な
し
が
行
わ
れ
、
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
し
た
り
、
新
た
な
交

流
が
生
ま
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

 

シリーズ　部会長に聞く②

美作国建国1300年記念事業実行委員会　　
歴史文化部会長　甲本弘道さん

　歴史文化部会では、
皆さんが自分の故郷の
事を知り、興味を持ち、
愛着を持つ「きっか
け」作りのために活動
しています。
　人は「きっかけ」が
なければ、物事に興味
や関心を持ったり、愛
情を注いだりすること
はできません。
　そこで、今年度は小学生向けに美作国の歴史を
まとめた冊子を作っています。授業などで活用し
てもらうことで、自分たちの故郷の歴史に興味を
持ってほしいですね。ほかにも、山中一揆のシン
ポジウムや倭文織の催しなどを通して、地域に伝
承されている多くの出来事やモノを掘り起こす活
動も行っています。
　美作国建国1300年記念事業という「きっかけ」
は、人と人とを結び付けてつながりを広げていく
と思っています。皆さんがこの事業に参加するこ
とで、それぞれの地域が培ってきた歴史や文化を
知り、それぞれの地域に共通するモノや事を見出
してほしいですね。そうすることで「美作は一つ、
力を合わせなければならない」という思いが育ま
れていくと思っています。

▲日本五兵衛の碑

▲本山寺を見学（法然上人コース）

▲坪井宿を見学（坪井・久世コース）

いにしえ人が歩
んだ道をたどる
ことで、交流や
歴史理解が深ま
るの～。

か
い
こ
く

に
ほ
ん
の

▲花火大会の様子

し ず お り
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　平成25年４月以降に採用する
津山市臨時職員登録試験

け
い
じ
ば
ん

け
い
じ
ば
ん

お
知
ら
せ

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
予
防
接
種

　
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ

リ
ア
、
百
日

咳
、
破
傷
風
、

不
活
化
ポ
リ

オ
）
の
定
期

予
防
接
種
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

対
象　
生
後
３
カ
月
～
７
歳
６
カ

月
の
人
、
ま
た
は
３
種
混
合
・

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
人

接
種
方
法　
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン

は
、
計
４
回
の
接
種
が
必
要
で

す
❶
初
回
を
生
後
３
～
12
カ
月

の
間
に
接
種
す
る
❷
初
回
の
接

種
か
ら
20
～
56
日
の
間
隔
を
お

い
て
２
回
目
を
接
種
す
る
❸
②

と
同
じ
間
隔
を
お
い
て
３
回
目

を
接
種
す
る
❹
３
回
目
の
接
種

か
ら
６
カ
月
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
４
回
目
を
接
種
す
る

※
４
回
目
は
、
３
回
目
の
接
種
後
、

12
～
18
カ
月
で
接
種
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
健
康
増
進
課
☎
32
‐
２
０
６
９

蜜
蜂
飼
育
者
の
届
出
登
録
制
度

　
養
蜂
振
興
法
が
平
成
25
年
１
月

か
ら
一
部
改
正
さ
れ
、
養
蜂
業
者

だ
け
で
な
く
、

趣
味
な
ど
で
蜜

蜂
を
飼
育
す
る

人
も
届
け
出
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

届
出
期
限　
１
月
31
日
㈭

※
届
け
出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
美
作
県
民
局
農
畜
産
物
生
産
課

☎
23
‐
１
３
１
０

あ
な
た
の
就
職
を
サ
ポ
ー
ト

■
就
活
学
生
登
録

　
津
山
広
域
事
務
組
合
で
は
、
岡

山
県
北
地
域
に
就
職
し
た
い
と
考

え
て
い
る
学
生
の
「
就
活
学
生
登

録
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
典　
①
岡
山
県
北
の
優
良
企
業

情
報
誌
の
提
供
②
県
内
で
開
催

す
る
企
業
説
明
会
や
市
町
村
職

員
採
用
試
験
の
情
報
提
供
③
学

生
が
就
職
を
希
望
す
る
内
容
と

企
業
か
ら
の
求
人
内
容
の
マ
ッ

チ
ン
グ

登
録
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（htt

　

p://w
w

w
.koyou.or.jp

）
か

　
ら
登
録
す
る

■
企
業
ガ
イ
ド
み
ま
さ
か
２
０
１
４

　
岡
山
県
北
優
良
企
業
１
２
９
社

を
紹
介
し
た
「
企
業
ガ
イ
ド
み
ま

さ
か2014

」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
県
内
外
の
学
校
や
行
政
機
関
な

ど
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
北
に
就
職
希
望
の
人
な
ど
に
無

料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　　
問
津
山
広
域
事
務
組
合
（
津
山
圏

域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
24
‐
３
６
３
３

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査

　
経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
24
年

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
行
政
施
策
の
重
要

な
基
礎
資
料
や
大
学
・
民
間
の
研

究
機
関
な
ど
の
研
究
資
料
、
学
校

の
教
材
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

対
象　
製
造
業
を
営
む
事
業
所

調
査
期
日　
12
月
31
日
現
在

問
協
働
推
進
室
☎
32
‐
２
０
３
２

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

へ
の
登
載
は
、
毎
年
、
農
家
の
皆

さ
ん
の
申
請
で
行
い
、
登
載
さ
れ

る
と
選
挙
権
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

対
象　
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
で
❶
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

で
農
業
を
営
ん
で
い
る
人
❷
①

と
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者

で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人
❸
10

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
農
業
を

営
む
農
業
生
産

法
人
の
構
成
員

で
、
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上

耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

申
請
方
法　
申
請
書
を
提
出
（
申

請
書
は
、
①
、
③
の
人
へ
12
月

下
旬
に
発
送
予
定
）

締
め
切
り　
１
月
10
日
㈭
必
着

問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

４
階
農
業
振
興
課
内
）
☎
32
‐

２
１
５
９

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

　
都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。
意
見
の
あ
る
人
は
意
見
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
都
市
計
画
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
の
決
定

内
容　
城
東
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
、
面
積
約
8.1
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
決
定
案

■
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

内
容　
津
山
公
共
下
水
道
排
水
区

域
・
汚
水
約
２
５
８
０
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
雨
水
約
１
５
３
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
変
更
案

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

縦
覧
期
間　
１
月
４
日
㈮
～
18
日

㈮
の
執
務
時
間
内

縦
覧
場
所　
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
方
法　
都
市
計
画

課
に
意
見
書
（
任
意
様
式
）
を

縦
覧
期
間
内
に
郵
送
ま
た
は
直

接
提
出

問
〒
７
０
８
‐
８
５
０
１
津
山
市

山
北
５
２
０
都
市
計
画
課
（
市

役
所
５
階
）
☎
32
‐
２
０
９
６

日曜納税窓口
12月16日㈰ 午前9時～午後４時
納税課（市役所2階1番窓口）

● 固定資産税・都市計画税 ４期
● 国民健康保険料
  （普通徴収） ６期
● 後期高齢者医療保険料
  （普通徴収） ６期
● 介護保険料
  （普通徴収） ７期

（納期限：12月25日㈫）
12 月　の　納　税

人口 106,625 人 (前月比＋24)
　男 50,948 人 (同＋30)
　女 55,677 人 (同△6）
世帯 44,396 世帯（同＋33）
転入 250 人 転出 226 人
出生 100 人 死亡 100　人

10月中のひとの動き
（11月１日現在）

1� 2012.12 182012.12

（
有
料
広
告
）

平成24年度自治宝くじ助成事業 問協動推進室☎32-2032

平成24年度、
自治宝くじの
助成金で放送
設備、テント
などを整備し
ました 大井東コミュニティ運営協議会 高野本郷八区町内会

■臨時事務補助
受験資格　高等学校卒業（見込

み含む）で、パソコンの基本
操作（ワード、エクセル）が
できる人

登録人数　60人程度
応募先　人事課（市役所３階）
問人事課☎32-2043
■臨時図書館司書
受験資格　図書館司書資格を有

する人または、平成25年３月
31日までに取得見込みの人で、
パソコンの基本操作ができる
人

登録人数　10人程度
応募先　教育総務課（市役所東

庁舎２階）
問市立図書館（アルネ・津山４
階）☎24-2919、教育総務課
☎32-2112

……………………………………
とき　２月２日㈯午前９時～
ところ　市役所２階大会議室ほ

か
受付期間　12月17日㈪～平成

25年１月21日㈪午後５時15
分必着

※申込書は市ホームページから
印刷可

■臨時保育士
受験資格　保育士資格を有する

人または、平成25年３月31日
までに取得見込みの人

登録人数　30人程度
■臨時幼稚園教諭
受験資格　幼稚園教諭免許状を

有する人または、平成25年３
月31日までに取得見込みの人

登録人数　10人程度
※臨時保育士・臨時幼稚園教諭

両方の受験資格を満たす場合
は、両方の受験も可

……………………………………
とき　２月２日㈯午前９時～
ところ　津山すこやか・こども

センター
応募先　こども課
受付期間　12月17日㈪～平成

25年１月21日㈪午後５時15
分必着

※申込書は市ホームページから
印刷可
問こども課☎32-7028

※応募方法など詳しくは、お問
い合わせください

申 請



け
い
じ
ば
ん

け
い
じ
ば
ん

分
～

と
こ
ろ　
市
役
所
東
庁
舎
１
階
会

議
室

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
①
代
表
者
氏
名
②
人

数
③
連
絡
先
（
Ｅ
メ
ー
ル
、
フ

ァ
ク
ス
）
を
明
記
し
、
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込

む
締
め
切
り　
１
月
24
日
㈭

問
津
山
サ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

務
局
（
つ
や
ま
新
産
業
創
出
機

構
内
）
☎
24
‐
０
７
４
０
薨
24

　

‐
０
８
８
１
*yum

em
inori

　

@
t-shinsan.sakura.ne.jp

北
部
高
等
技
術
専
門
校
学
生

■
経
理
ビ
ジ
ネ
ス
課

と
き　
３
月
１
日
㈮
～
５
月
30
日

㈭
と
こ
ろ　
津
山
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
勝
部
）

対
象　
求
職
中
の
人

定
員　
25
人

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山

（
山
下
）
ま
た
は
北
部
高
等
技

術
専
門
校
（
川
崎
）
に
備
え
付

け
の
願
書
に
記
入
し
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
津
山
に
提
出

応
募
期
間　
12
月
25
日
㈫
～
平
成

25
年
２
月
７
日
㈭

問
北
部
高
等
技
術
専
門
校
☎
26
‐

１
１
２
５

問
津
山
走
ろ
う
会
（
亀
田
）
☎
26

‐
５
３
４
６

平
成
25
年
度
交
通
安
全

教
室
受
講
団
体

　
市
で
は
、
交
通
安
全
に
つ
い
て

正
し
い
知
識
を
持
っ
て
も
ら
い
、

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
出

張
交
通
安
全
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
平
成
25
年
度
の
受
付
を

開
始
し
ま
す
。

内
容　
交
通
指
導
員
に
よ
る
視
聴

覚
教
材
（
ビ
デ
オ
、
ペ
ー
プ
サ

ー
ト
、
紙
芝
居
な
ど
）
の
上
映

や
上
演
、
校
庭
や
園
庭
な
ど
を

道
路
に
見
立
て
て
の
実
技
指
導

開
催
日
・
時
間　
月
・
火
・
木
・

金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）、
１

回
２
時
間
程
度

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

受
付　
１
月
４
日
㈮
午
前
８
時
30

分
～

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
環
境
生
活
課
☎
32
‐
２
０
５
６

津
山
サ
ン
ド
新
商
品
発

表
・
試
食
会
参
加
者

　
「
津
山
産
小
麦
１
０
０
％
の
生

地
で
、
地
域
の
特
産
農
産
物
を
挟

む
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
津
山

サ
ン
ド
の
発
表
・
試
食
会
で
す
。

と
き　
１
月
27
日
㈰
午
前
11
時
30

21 2012.12 202012.12

第
38
回
津
山
元
旦
走
り

初
め
大
会
参
加
者

と
き　
１
月
１
日
㈷
午
前
８
時
20

分
受
付
開
始
、
10
時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ　
受
付
・
ス
タ
ー
ト
＝
グ

リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山
リ
ー
ジ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
前
、
ゴ
ー
ル
＝
芝

生
広
場

コ
ー
ス　
３
㎞

参
加
資
格　
健
康
な
人
（
未
就
学

児
は
、
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　
無
料

※
受
付
、
選
手
誘
導
、
会
場
整
理

な
ど
を
補
助
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
大
会
当
日

午
前
８
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す

第
13
回
岡
山
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者

と
き　
平
成
25
年
４
月
下
旬
～

※
競
技
日
程
は
種
目
ご
と
に
異
な

り
ま
す

参
加
資
格　
平
成
25
年
４
月
１
日

現
在
、
13
歳
以
上
で
、
市
内
在

住
ま
た
は
市
内
施
設
に
入
所
な

ど
し
て
い
る
身
体
障
害
者
、
知

的
障
害
者
、
精
神
障
害
者

※
競
技
種
目
に
よ
り
参
加
資
格
が

異
な
り
ま
す

競
技
種
目　
個
人
競
技
＝
陸
上
競

技
・
水
泳
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
、
団

体
競
技
＝
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
な
ど

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
個
人
競
技
＝
障
害
福

祉
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を

障
害
福
祉
課
に
提
出
し
て
申
し

込
む

※
団
体
競
技
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

締
め
切
り 

１
月
17
日
㈭

問
個
人
競
技
＝
障
害
福
祉
課(

市

役
所
１
階
８
番
窓
口)

☎
32
‐

２
０
６
７
、
団
体
競
技
＝
岡
山

　

県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
・
総
務

　

企
画
課
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
推
進

　

班
☎
０
８
６
‐
２
３
５
‐
４
０

　

７
５

津
山
消
防
出
初
式

と
き　
１
月
13
日
㈰
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
吉
井
川
河
川
敷
（
観
覧

は
北
岸
）

内
容　

南
岸
＝
式
典
、
は
し
ご

車
・
ポ
ン
プ
車
・
小
型
ポ
ン
プ

１
０
４
台
に
よ
る
７
色
一
斉
着

色
放
水
、
北
岸
＝
ふ
れ
あ
い
コ

ー
ナ
ー
（
う
ど
ん
、
た
こ
焼

き
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
屋
台
）、

振
る
舞
い
甘
酒
、
紅
白
餅
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
午
前
10
時
と
11
時
）、

子
ど
も
へ
の
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

大
正
時
代
の
手
押
し
ポ
ン
プ
に

よ
る
放
水
実
演

問
危
機
管
理
室
☎
22
‐
１
１
９
０

難
病
を
持
つ
人
へ
の

就
職
無
料
相
談
会

と
き　
１
月
23
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時

と
こ
ろ　
美
作
保
健
所（
椿
高
下
）

対
象　
ク
ロ
ー
ン
病
、
潰か

い
よ
う瘍

性
大

腸
炎
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
な
ど

の
難
病
を
持
つ
人

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

問
岡
山
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン

　

タ
ー
☎
０
８
６
‐
２
４
６
‐
６

　

２
８
４
薨
０
８
６
‐
２
４
６
‐

６
２
８
５
*nanbyou@

O
k

　

akenko.jp

平
成
25
年
度
農
作
物
鳥
獣
害

防
護
柵
設
置
補
助
（
団
体
）

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
野
生
鳥
獣
の

被
害
か
ら
田
畑
を
守
る
た
め
の
防

護
柵
の
設
置
に
補
助
し
ま
す
。

対
象　
町
内
会
な
ど
の
団
体
（
３

戸
以
上
）
で
新
規
に
設
置
す
る

も
の

補
助
率　
資
材
経
費
の
４
分
の
３

以
内
（
予
算
の
範
囲
内
）

申
請
期
間　
12
月
25
日
㈫
～
平
成

25
年
３
月
29
日
㈮

※
個
人
な
ど
（
２
戸
以
下
）
で
の

申
請
は
４
月
か
ら
受
付
予
定

問
農
業
振
興
課
☎
32
‐
２
０
７
９
、

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

募　
　
集

平
成
25
年
度
市
営
住
宅

空
き
家
待
ち
入
居
希
望
者

募
集
団
地
名　
公
営
住
宅
＝
院
庄
、

野
介
代
、
高
野
山
西
、
丹
後
山
、

八
千
代
、
新
八
千
代
、
権
現
、

森
脇
、
朝
吉
、
日
本
原
、
西
中
、

公
郷
、
斎
野
谷
、

小
中
原
、
特
公
賃

＝
宮
部
、
小
中
原
、

中
土
居

応
募
資
格　
①
市
内
に
住
所
ま
た

は
勤
務
先
が
あ
る
こ
と
②
同
居

親
族
（
既
婚
者
を
含
む
）
が
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
60
歳
以
上

の
人
や
身
体
に
障
害
が
あ
る
人

な
ど
は
単
身
で
も
応
募
可
③
収

入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
以
内
で

あ
る
こ
と
（
住
宅
に
よ
り
基
準

が
異
な
り
ま
す
）
④
住
宅
に
困

っ
て
い
る
こ
と
⑤
市
税
な
ど
に

滞
納
が
な
い
こ
と

応
募
期
間　
１
月
４
日
㈮
～
31
日

㈭
※
現
入
居
者
の
退
去
で
空
き
家
が

生
じ
た
場
合
に
入
居
で
き
ま
す

問
一
般
財
団
法
人
津
山
市
都
市
整

備
公
社
（
市
役
所
６
階
）
☎
32

‐
２
１
２
７

※放送日時は変更になる場合があります

９月３日㈪～９日㈰  偶数時台の各15分から
｢みんなで支える救急医療」
毎時57分～00分

１

（
有
料
広
告
）

（
有
料
広
告
）

　

とき　４月21日㈰午前10時～
ところ　加茂町スポーツセンター総合グラウンド

（スタート・ゴール）
フルマラソン

参加資格　大会当日18歳以上となる健康な男女で、
６時間以内に完走できる人

部門　①男子18歳以上39歳以下の部②男子40歳
以上49歳以下の部③男子50歳以上の部④女子
18歳以上39歳以下の部⑤女子40歳以上の部

定員　1,600人（先着順）
ミニマラソン

参加資格　小学生以上の男女
部門　⑥男子の部⑦女子の部⑧ペアの部（小学生

と18歳以上の人）
定員　400人（先着順）
………………………………………………………

参加費　フルマラソン3,500円、ミニマラソン
1,000円（ペアの部は2,000円）

申込方法　①郵送（80円切手同封）または直接連
絡し要項を取り寄せ、専用振替払込用紙で申し
込む（締め切り：２月１日
㈮）②RUNTESホームペ
ージ（http://runnet.jp/）
で申し込む（締め切り：２
月８日㈮）
問〒709-3931津山市加茂町中原493番地３津山
加茂郷フルマラソン全国大会実行委員会事務局
☎・薨42-4411

第21回津山加茂郷フルマラソン

全国大会参加者募集

第21回津山加茂郷フルマラソン

全国大会参加者募集

第21回津山加茂郷フルマラソン

全国大会参加者募集
第21回津山加茂郷フルマラソン

全国大会参加者募集

第19回

津山加茂郷フルマラソン

全国大会参加者募集

津山加茂郷フルマラソン

全国大会参加者募集

津山加茂郷フルマラソン

全国大会参加者募集
津山加茂郷フルマラソン

全国大会参加者募集

走ろう！新緑と清流の里走ろう！新緑と清流の里

　　12 月１日～１月３日
　　　　　  事故ゼロで 　笑顔で過ごす　 年末年始

年末年始の交通事故防止県民運動展開中
　忘年会や新年会など、お酒を飲む機会も多い時期ですが「飲
酒運転は絶対にしない、させない」をみんなで徹底しましょう。
重点目標　飲酒運転の根絶、高齢者の交通事故防止、薄暮時

間帯・夜間における交通事故防止、暴走運転の追放
※夜光タスキを希望者に配布しています

問環境生活課（市役所１階1番窓口）☎32-2056

カ
モ
ラ
ン
く
ん

　
　

と

カ
モ
ラ
ン
ち
ゃ
ん

走ろう！新
緑と清流の

里



け
い
じ
ば
ん

け
い
じ
ば
ん

（
有
料
広
告
）

2� 2012.12 222012.12

毎週金曜日、市役所本庁舎では時間を延長して午後７時まで戸籍・住民票・
印鑑証明書の交付、印鑑登録、パスポートの交付、納税関係の証明書の交付、
納税相談、介護申請を行っています

参
加
費　
千
円

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
申
し
込
む

締
め
切
り　
1
月
９
日
㈬

※
託
児
あ
り
（
予
約
要
・
先
着
10

人
）

※
会
員
で
な
い
人
の
参
加
も
歓
迎

問
津
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
さ
ん
・
さ
ん
内
）

☎
31
‐
８
７
５
３

自
衛
隊
貸
費
学
生

　
学
生
に
自
衛
隊
の
採
用
を
保
証

し
た
上
で
学
費
を
貸
与
し
ま
す
。

募
集
種
目　
技
術
貸
費
学
生

資
格　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ

と
①
日
本
国
籍
を
有
す
る
②
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の
理
学

部
・
工
学
部
の
第
３
年
次
、
第

４
年
次
ま
た
は
大
学
院
修
士
課

程
に
在
学
中
③
修
業
年
限
を
終

え
る
年
の
４
月
１
日
現
在
26
歳

未
満
（
大
学
院
修
士
課
程
在
学

者
は
28
歳
未
満
）
④
卒
業
後
直

ち
に
自
衛
隊
に
勤
務
で
き
る
人

試
験
日　
１
月
26
日
㈯

締
め
切
り　
１
月
11
日
㈮

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津

山
出
張
所
☎
22
‐
５
６
３
７

講
座
・
講
演
会

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
顧
客
満
足
度
や
コ
ー
チ
ン
グ
な

ど
、
業
務
に
必
要
な
人
間
関
係
を

学
ぶ
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

と
き　
１
月
13
日
㈰
、
２
月
３
日

㈰
、
２
月
17
日
㈰
、
午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館

対
象
者　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

受
講
料　
無
料

定
員　
各
日
50
人

申
込
方
法　
①
住
所
②
氏
名
③
ふ

　
り
が
な
④
電
話
番
号
を
フ
ァ
ク

　
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
伝
え
、

　
申
し
込
む

締
め
切
り　
各
開
催
日
の
前
日
ま

で
問
津
山
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

☎
24
‐
３
６
３
３

Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
講
演
会

　
学
校
や
家
庭
で
の
子
ど
も
の
し

つ
け
や
大
人
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
の
講
演
会
で
す
。

と
き　
１
月
20
日
㈰
午
後
１
時
～

３
時

と
こ
ろ　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

演
題　
凡
事
徹
底
～
平
凡
な
こ
と

を
非
凡
に
努
め
る

講
師　
鍵
山
秀
三
郎
さ
ん
（
イ
エ

ロ
ー
ハ
ッ
ト
創
業
者
）

定
員　
２
５
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

問
生
涯
学
習
課
☎
32
‐
２
１
１
８

普
段
使
い
の
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　
津
山
フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
交
流
会
で

す
。
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

の
コ
ツ
を
学
び
、
気
軽
に
あ
な
た

流
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
１
月
16
日
㈬
午
後
１
時
～

２
時
30
分

と
こ
ろ　
津
山
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」（
ア

ル
ネ･

津
山
５
階
）

講
師　
岩
居
真
由
美
さ
ん
（
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
リ
ー
フ
店
長
）

定
員　
20
人

25
日
＝
事
業
承
継
、
知
的
財
産

対
象
者　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

受
講
料　
無
料

定
員　
各
日
50
人

申
込
方
法　
①
住
所
②
氏
名
③
ふ

　
り
が
な
④
電
話
番
号
を
フ
ァ
ク

　
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
伝
え
、

　
申
し
込
む

締
め
切
り　
１
月
18
日
㈮

問
津
山
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

☎
24
‐
３
６
３
３

イ
ベ
ン
ト

地
産
地
消
セ
ン
タ
ー

「
サ
ン
ヒ
ル
ズ
」
年
末
感
謝
祭

と
き　
12
月
24
日
㈪
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
サ
ン
ヒ
ル
ズ
駐
車
場

内
容　
野
菜
、
つ
き
た
て
餅
、
焼

き
そ
ば
、
ぜ
ん
ざ
い
の
販
売

※
先
着
千
人
に
粗
品
あ
り

※
年
末
は
12
月
30
日
㈰
正
午
ま
で
、

年
始
は
１
月
５
日
㈯
午
前
９
時

か
ら
営
業
し
ま
す

問
地
産
地
消
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
ヒ

ル
ズ
」
☎
27
‐
７
１
３
１

第
15
回
つ
や
ま
こ
ど
も

オ
ン
ス
テ
ー
ジ

　
市
内
と
津
山
市
近
郊
の
教
室
な

ど
８
団
体
に
よ
る
合
唱
や
太
鼓
、

舞
踊
や
ダ
ン
ス
の
発
表
会
で
す
。

と
き　
12
月
23
日
㈷
午
前
10
時
30

分
開
場
、
11
時
開
演

と
こ
ろ　

津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

（
山
下
）

入
場
料　
８
０
０
円

問
公
益
社
団
法
人
津
山
文
化
振
興

財
団
☎
24
‐
０
２
０
１

第
33
回
新
春
津
山
川
柳
大
会

と
き　
１
月
20
日
㈰
午
前
９
時
30

分
開
場
、
11
時
30
分
投
句
締
め

切
り
、
午
後
１
時
開
会
、
４
時

閉
会

と
こ
ろ　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
山
北
）

会
費　
１
５
０
０
円
（
入
選
句
集

を
贈
呈
）

投
句　
各
題
に
つ
き
２
句
ま
で

※
欠
席
投
句
は
で
き
ま
せ
ん

題　
「
お
し
ゃ
べ
り
」「
内
緒
」「
忘

れ
る
」「
船
出
」「
鍋
」「
作
る
」

「
美
作
」（
席
題
は
当
日
発
表
）

関
塾
津
山
公
開
講
座

と
き　
１
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
５
時

と
こ
ろ　
市
立
図
書
館

演
題　
幸
福
の
処
方
箋せ

ん
～
豊
か
な

人
生
を
創
造
す
る
３
つ
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
～

講
師　
望
月
昇
さ
ん
（
人
間
科
学

研
究
会
夢
雲
主
宰
）

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申

し
込
む

受
付　
12
月
17
日
㈪
～

問
市
立
図
書
館
☎
24
‐
２
９
１
９

弁
護
士
活
用
セ
ミ
ナ
ー

と
き　
１
月
24
日
㈭
、
25
日
㈮
、

午
後
１
時
30
分
～
５
時

と
こ
ろ　
津
山
商
工
会
館（
山
下
）

内
容　
24
日
＝
労
務
、
債
権
債
務
、

選
者　
久
本
に
い
地
（
岡
山
市
）、

土
居
哲
秋
（
津
山
市
）
ほ
か
６

人
賞　
選
者
ご
と
に
特
選
１
人
、
準

特
選
２
人

問
文
化
課
☎
32
‐
２
１
２
１

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ガ
ン
バ
の
大
冒
険
」

　
美
作
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念

事
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　
１
月
27
日
㈰
午
後
５
時
30 

分
開
場
、
６
時
開
演

と
こ
ろ　
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料　
Ｓ
席
＝
４
５
０
０
円
、

Ａ
席
＝
４
０
０
０
円

問
公
益
社
団
法
人
津
山
文
化
振
興

財
団
☎
24
‐
０
２
０
１

作
州
宮
川
朝
市

と
き　
12
月
23
日
㈷
午
前
８
時
～

11
時

と
こ
ろ　
宮
川
河
川
敷

問
新
産
業
創
出
課
☎
32
‐
２
１
７

　

８加
茂
の
朝
市

と
き　
12
月
23
日
㈷
午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
加
茂
町
塔
中
）

※
12
月
16
日
㈰
の
開
催
は
中
止

問
加
茂
町
観
光
協
会
☎
42
‐
７
０

　

１
１

　江戸から明治時代にかけて、洋
学者や医師たちが、どのように薬
を用い、新しい薬を探したかを紹
介します。
とき　12月８日㈯～平成25年４月

14日㈰
ところ　津山洋学資料館（西新

町）
展示資料　宇田川
　 玄 真の薬 学 書
　『和蘭薬鏡』、医

師が用いた薬箱、
薬の引札（広告）、
薬研ほか

問津山洋学資料館☎23-3324

企画展「良薬口に苦し
ーくすりと人のあゆみー」

薬研

　

とき　１月13日㈰午後０時30分受付、１時開会
ところ　津山総合体育館
対象　平成４年４月２日～平成５年４月１日に生ま

れた人
※津山市に住民登録している人には、ハガキで直接

案内します。住民登録のない人も出席できますの
で、事前にお問い合わせください

※会場にて、赤い羽根共同募金を呼び掛けます。新
成人の皆さんの協力をお願いします

問生涯学習課☎32-2120

第63回津山市成人を祝う会第63回津山市成人を祝う会

（
有
料
広
告
）
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42 津山市食育推進
キャラクター
「しょくたん」

　風邪の予防には、ビタミンＡやビタミンＣを摂って、免疫力や
抵抗力を高めることが大切です。また、体を温めることで血液の
循環が良くなり、免疫物質の生産や活動が活発になります。
　今回は、体が温まる団子汁を紹介します。

【材料（４人分）】 
　白玉粉…40ｇ、小麦粉…20ｇ、カボチャ…100ｇ、ニンジン…
20ｇ、タマネギ…60ｇ、ネギ…８ｇ、煮干し…16ｇ、水600 ㏄、
みそ…40ｇ

【作り方】

　❶白玉粉と小麦粉を合わせて団子を作り、ゆでておく
　❷カボチャは角切り、ニンジンは短冊切り、タマネギは薄切り
にする。ネギは小口切りにしておく

　❸水に煮干しを入れてだしをとり、ネギ以外の野菜を煮込む
　❹③に①を入れ、みそを入れてネギを添える
※団子は、団子粉や白玉粉だけでも作れます

かぼちゃを食べて風邪予防

かぼちゃたっぷり団子汁

１人当たり栄養価
エネルギー105kcal、たんぱく質3.0ｇ、脂質0.9ｇ、
食物繊維2.0ｇ、塩分1.3ｇ

問健康増進課☎32-2069

師走を親子が触れ合う機会に

教育相談センター「鶴山塾」

山下87番地薊22-2523

学校のこと、友だちのこと、
　　家族のこと、
　気軽に相談してください

にこにこ   にっこりさん

　いよいよ年の瀬、今年も残りわずかとなりました。
鶴山塾でも新年に向けて、子どもたちと一緒に餅つ
きやお飾り作り、大掃除などを行っています。
　以前は、どの家庭でも大人も子どもも一緒に年末
年始の準備をしていました。ところが、現在では生
活様式が多様化し、店に行けば何でも間に合う世の
中になり、家族そろって準備をするような機会はめ
っきり減ったように感じます。
　そうした中、この年末の正月支度を、親子がふれ
あうきっかけ作りにしてはどうでしょう？　てきぱ

きと準備をこなす親の姿に子どもが感
心する場面があるかもしれません。ま
た、日頃話せないお互いの思い
や考えを話せるでしょう。慌た
だしい年末も、親子にとって、
かけがえのない大切な時間にな
るのではないかと思います。

 一口メモ
昔から冬至の日に、かぼちゃを食べると
風邪をひきにくくなるという言い伝えがあ
ります。緑黄色野菜が不足しがちな冬場
には、ビタミンAが豊富なかぼちゃを食べ
ましょう

☎24 - 2919 午前10時～午後７時 市立図書館 (アルネ・津山 4階） 

☎42 - 7032 午前10時～午後６時 加茂町図書館 (加茂町塔中） 

☎36 - 8622 午前10時～午後６時 勝北図書館 (新野東） 

☎57 - 3444 午前10時～午後６時 久米図書館 (中北下） 

高倉小学校10:15～10:45 ⇒ 衆楽公園駐車場（市役所東側）12:00～12:40 ⇒ 向陽小学校13:00～13:30 ⇒  
小原会館14:00～14:40 ⇒ 院庄公民館15:20～16:20 

18日㈮ 
17日㈭ 
16日㈬ 

22日㈫ 阿波小学校10:25～11:00 ⇒ 旧ＪＡ上加茂11:20～11:50 ⇒ 加茂小学校13:00～13:40 ⇒ めぐみ荘14:00～15:00 
21日㈪ ときわ園10:00～10:30 ⇒ 高野公民館11:10～11:50 ⇒ 広野小学校13:00～13:30 

24日㈭ 勝加茂小学校10:15～11:00 ⇒ 新野小学校13:00～13:30 ⇒ 広戸小学校14:30～16:00 
23日㈬ 高田小学校13:00～13:30 ⇒ 塩手荘14:40～15:10 

28日㈪ 秀実小学校10:15～11:00 ⇒ 中正小学校12:50～13:20  
30日㈬ 河辺小学校10:15～10:45 ⇒ 東小学校13:00～13:30 

25日㈮ 喬松小学校10:15～10:45 ⇒ 道の駅｢久米の里｣11:15～12:00 ⇒ 誠道小学校13:00～13:40 ⇒ 田邑公民館15:00～16:00 

15日㈫ 佐良山小学校10:00～10:40 ⇒ 津山口駅前11:05～11:35 ⇒ 一宮小学校12:50～13:30 ⇒ 林田小学校14:30～16:00 

成名小学校10:15～11:00 ⇒ 清泉小学校13:00～13:40 ⇒ 大崎小学校14:40～16:00  

北小学校10:00～10:40 ⇒ 総社東第二遊園地11:10～11:40 ⇒ 鶴山小学校13:00～14:00 

●新春映画会　とき：13日㈰13：30～15：40
　内容：「Mayu‐ココロの星‐」
●おはなし会　とき：27日㈰10：30～11：00

●いっしょにあそぼ！０１２３てくてく　とき：16日
　㈬10：30～11：30
●こくちゃんの紙芝居劇場　とき：26日㈯15：00～

◆市立図書館：１日㈷、29日㈫ 
◆加茂町・勝北・久米図書館：１日㈷～３日㈭、 
　７日㈷、14日㈷、21日㈪、28日㈪、29日㈫ 
◆久米図書館のみ：30日㈬～31日㈭（特別館内整理期間） 

中央児童館・南児童館　１日㈷～４日㈮、７日㈪、
　14日㈷、15日㈫、20日㈰、28日㈪
加茂児童館　１日㈷～４日㈮、７日㈪、14日㈷、
　15日㈫、21日㈪、28日㈪

休  

館  

日 

休  

館  

日 

と し ょ か ん ・ じ ど う か ん

☎22 - 2099 午前10時～午後５時 中央児童館中央児童館 (山北） 

●お正月あそびをしよう！とき：７日㈪14：00～15：00
内容：かるた、こま、すごろくなど
●アイロンビーズをしよう！　とき：19日㈯10：30～
　11：30　参加費：100円　受付：７日㈪9：00～

☎46 - 2076     ㈬  午前9時～午後５時 
㈪・㈮  午後１時～午後５時 阿波児童館阿波児童館(阿波） 

●プレクラブ　ワイワイあそぼ♪　とき：９日㈬10：30
～11：30　対象：１、２歳児と保護者
●赤ちゃんあそぼ！　とき：16日㈬10：30～11：30
　対象：１歳未満児と保護者　定員：15組（申込順）
　受付：５日㈯10：00～（電話のみ）
●ブラックシアター　とき：25日㈮10：00～11：00
　ところ：福岡会館（横山）

☎24 - 4400 午前10時～午後５時 南児童館南児童館 (横山） 

●とんど　とき：13日㈰10：00～12：00　持ってくるも
の：お正月の飾り、書き初め
●まっちゃんと遊ぼう（つくって遊ぼう） とき：19日
㈯13：30～15：00　※幼児は保護者同伴
●たんぽぽルーム【オニさん遊ぼう】 とき：23日㈬
10：00～11：30　対象：乳幼児と保護者、妊婦　※育児
相談あり

☎42 - 3168 午前９時～午後５時 加茂児童館加茂児童館 (加茂町中原） 

け
い
じ
ば
ん 市立図書館

加茂町図書館

勝北図書館

久米図書館

1月
●お話タイム　とき：９日㈬、25日㈮13：00～13：30
●赤ちゃん広場　とき：10日㈭11：00～11：30　対象：
１歳未満児と保護者　定員：10組　受付：12月18日
㈫10：30～　
●とんど　とき：13日㈰13：30～14：30　持ってくるも
の：お正月の飾り、書き初め
●親子であそぼう　とき：21日㈪10：30～11：30
　対象：０～２歳児と保護者

●小さな子どものえほんのじかん　とき：毎週水曜日　
　10：30～11：00
●木曜ビデオ館　とき：毎週木曜日14：30～　内容：
　10日＝「陰陽師 安倍晴明」、17日＝「風の果て 上」、
　24日＝「風の果て 下」、31日＝「我輩はカモである」
●むかし話を聞く会　とき：５日㈯14：00～14：30
●大きい子のおはなしのじかん　とき：12日㈯15：00～
　15：40
●クライアントの心をつかむパフォーマンス　とき：13
　日㈰14：00～16：00
●ファミリーシアター　とき：14日㈷14：30～　内容：
　「子どものためのオペラ 魔笛」
●おはなし会　とき：17日㈭11：00～11：30
●よりよい人間関係をめざして　とき：20日㈰14：00～
　15：30　講師：髙橋美由紀さん
●日曜えほんのじかん　とき：20日㈰15：30～

●えほんタイム　とき：10日㈭10：30～11：00
●昔ばなしのじかん　とき：19日㈯14：30～15：00
●おはなしタイム　とき：20日㈰10：30～11：00

ま ゆ 

け
い
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ば
ん
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「愛の献血」にご協力を
と　こ　ろ 

市役所１階市民ロビー 

と　き 

妊婦ぽんぽこ学級

内　容　①栄養士の話・調理実習、胎教に良い歌②助産師 
　　　　の話・呼吸法③沐浴、赤ちゃんの泣き声体験など 
対　象　初産婦（できるだけ３回とも参加ください） 
参加費　200円（材料代） 
定　員　20人（予約要・先着順） 

と　こ　ろ と　き 
さんさん 

津山すこやか・こども 
センター 

骨密度測定

対　象　市内に在住する20～80歳の人（予約要） 

※400ミリリットル献血のみの受け付けです 

と　こ　ろ と　き 
津山すこやか・こどもセンター 

妊婦歯科検診

内　容　歯科検診、ブラッシング指導、歯垢の染め出し 
　　　　（希望者） 
定　員　18人（予約要、先着順） 

と　こ　ろ 
津山歯科医療センター（沼） 

と　き 

元気な子どもを育てるために
と　き 受付時間 健　診 

乳 児 健 診 
１歳6カ月児健診 
３ 歳 児 健 診 
ところ　津山すこやか・こどもセンター 

診療時間　午前９時～午後５時まで
でんわ ところ とき 科 

※医療機関は変更になる場合があります。受診の前に、 
　救急医療案内☎23-9910へお問い合わせください 

と　こ　ろ 問い合わせ先 相　談　名 と　き 

1月

問健康増進課☎32-2069 
※料金を掲載していないものは無料です 

健　　康 休日診療 

内科系 12月 
16日㈰ 

外科系 

内科系 
23日㈷ 

外科系 

内科系 
24日㈪ 

外科系 

内科系 
30日㈰ 

外科系 

内科系 
31日㈪ 

外科系 

内科系 １月 
１日㈷ 

外科系 

内科系 
２日㈬ 

外科系 

内科系 
３日㈭ 

６日㈰ 

外科系 

内科系 

外科系 

影山医院（上村） 
中尾内科クリニック（沼） 
只友医院（加茂町塔中） 
津山第一病院（中島） 
勝北すこやかクリニック（坂上） 
かんだ小児科医院（勝間田町） 
神谷内科医院（南新座） 
平井病院（加茂町中原） 
津山第一病院（中島） 
勝北診療所（杉宮） 
安田医院（上河原） 
平福診療所（平福） 
万袋医院（加茂町中原） 
津山中央病院（川崎） 
林小児科（山下） 
薄元医院（山北） 
いちば医院（二宮） 
平井病院（加茂町中原） 
津山中央病院（川崎） 
本位田診療所（新野東） 
またの内科循環器科クリニック（新職人町） 
弓狩小児科医院（南新座） 
平井病院（加茂町中原） 
津山中央病院（川崎） 
多胡クリニック（草加部） 
衣笠内科医院（椿高下） 
松尾小児科（二宮） 
只友医院（加茂町塔中） 
津山中央病院（川崎） 
大桑医院（川崎） 
中西クリニック（東一宮） 
井戸内科クリニック（山下） 
万袋医院（加茂町中原） 
津山中央病院（川崎） 
三村医院（北園町） 
江原内科医院（昭和町１丁目） 
西村医院（二宮） 
平井病院（加茂町中原） 
津山中央病院（川崎） 
影山医院（上村） 
中島病院（田町） 
只友医院（加茂町塔中） 
津山第一病院（中島） 

29-1511 
24-4488 
42-2043 
28-2211 
29-7701 
24-1222 
25-2177 
42-3131 
28-2211 
29-2324 
23-5537 
28-3858 
42-3025 
21-8111 
22-1256 
22-2465 
28-8300 
42-3131 
21-8111 
36-5613 
22-4758 
24-2035 
42-3131 
21-8111 
29-7111 
22-7811 
28-5570 
42-2043 
21-8111 
26-1349 
27-7200 
22-2101 
42-3025 
21-8111 
23-5225 
22-3825 
28-2100 
42-3131 
21-8111 
29-1511 
22-8255 
42-2043 
28-2211 

１月の相談 

女性の悩みごと相談 

鶴山塾教育相談 

女性と子どもの法律 
相談（無料・予約要） 
女性と子どもの 
なやみごと相談所 

毎週水曜日、19日㈯10：00～16：00 

毎週火・木曜日13：30～16：30、 
25日㈮10：00～12：00 

７日㈪・21日㈪13：30～16：40 

10日㈭・24日㈭10：00～15：00 

人権相談 16日㈬10：00～15：00 

さん・さん☎31‐2533 

こども課☎32‐2065 

さん・さん☎31‐2533 

鶴山塾☎22‐2523 

人権啓発課☎31‐0088 

津山男女共同参画センター 
「さん・さん」 

津山すこやか・こどもセンター 

さん・さん 

教育相談センター「鶴山塾」 

司法書士法律相談 
（無料・予約要） 

人権・行政・民生 
合同相談 

９日㈬・23日㈬13：30～16：30 環境生活課☎32‐2057 環境生活課 
（市役所１階１番窓口） 

津山市総合福祉会館 

全士業合同無料相談会 18日㈮9：30～16：00 岡山県司法書士会☎086‐226‐0470 津山市役所２階大会議室 

行政相談 16日㈬10：00～15：00 加茂支所市民生活課☎32‐7032 加茂町公民館 

21日㈪10：00～15：00 久米支所市民生活課☎32‐7011 久米支所 

住宅無料相談 24日㈭9：00～16：00 建築住宅課☎32‐2099 市役所1階市民ロビー 

17日㈭10：00～15：00 勝北支所市民生活課☎32‐7023 勝北老人憩いの家 

15日㈫、16日㈬ 
８日㈫、９日㈬ 
29日㈫、30日㈬ 

13:00～14:00 

①１月25日㈮ 10:00～14:30 
②２月１日㈮ 13:30～16:00 
③３月３日㈰ 10:00～12:00 

28日㈪  9:30～16:00 

20日㈰ 9:00～12:00 

25日㈮ 10:00～11:30 
　　　 12:30～15:30 

　　　　　　①答え  ②記事の感想や市政へのご意見 
　③次のⒶ～Ⓒの記念品の中から１つを書いて、 
　秘書広報室へ応募してください。 

応募方法 

問 

締め切り 
　 

け
い
じ
ば
ん

自治会紙（応募39人、正解39人） 
　　　　寺元雅夫さん、小原彩さん、小林美和さん、 
　中上しのぶさん、浅山心太さん 

平成25年１月10日（木）当日消印有効 
　当選者は１月号で発表 

※お便りの内容は広報紙やホームページで 
　紹介させていただくことがあります 

絵を描いたはがきに　①氏名とふりがな・ペンネーム可 
②年齢（学生は学校名と学年も）を記入してください 

※掲載された人には記念品を贈呈します 
※希望者には作品を返却します 

応
募
方
法 

“60周年を迎えました 津山市○○○○ 
 ○”  ○に入る漢字５文字は？ 

あて先は見本 
のとおりに書 
くだけでＯＫ 

秘
書
広
報
室
行 

記念品 Ⓐ図書カード Ⓑ津山洋学資料館招待券  (２枚）   
Ⓒあば温泉無料入場券(５枚） 

け
い
じ
ば
ん

正解者の中から抽選 
で５人に当たる！ 

当選者
10月号の正解

▶
 

江原　美穂子（小学４年生） 

▶
 

安藤　政純（神代） 

　

自
宅
の
近
く
で
ご
み
を
野
焼
き
す
る

人
が
い
て
困
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他

人
の
飼
い
猫
が
庭
に
ふ
ん
尿
を
し
て
困

っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
ど
の
よ
う
な
呼

び
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？ 
      　

　

 　
　
　

 

（
上
横
野
・
女
性
） 

　
家
庭
ご
み
を
屋
外
で
焼
却
す
る
こ
と

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
処
罰

の
対
象
に
な
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、
通
報
を
受 

け
る
と
調
査
を
行
い
、 

改
善
す
る
よ
う
に
指
導 

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
環
境
生
活
課　
32
‐
２
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環
境
省
に
よ
る
と
、
約
６
割
の
家
庭

が
猫
を
室
内
で
飼
育
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
放
し
飼
い
の
猫
な
ど
に
よ

る
ふ
ん
尿
被
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
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猫
は
、
十
分
な
愛
情
を
か
け
、
ふ
ん

尿
や
爪
と
ぎ
な
ど
の
し
つ
け
を
行
え
ば
、

室
内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、

交
通
事
故
や
感
染
症
か
ら
愛
猫
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
猫
の
飼
い
主
に
は
、
室
内
で
飼
う
こ

と
を
強
く
勧
め
て
い
ま
す
。 

　
県
動
物
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‐
24
‐
９
５
１
２ 

　
　

 

み
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※
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わ
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と
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・
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月
号
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ペ
ー
ジ
、
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「
美
作
学
講
座
〜
吉
備
の
国
分
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を
探
る
〜
」
の
中
で
、
講
師
の
名
前
を
誤
っ
て
記
載
し
て
い
ま
し
た
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正
し
く
は
「
佐
藤
昭
嗣
さ
ん
」
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

 

▶
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「愛の献血」にご協力を
と　こ　ろ 

市役所１階市民ロビー 

と　き 

妊婦ぽんぽこ学級

内　容　①栄養士の話・調理実習、胎教に良い歌②助産師 
　　　　の話・呼吸法③沐浴、赤ちゃんの泣き声体験など 
対　象　初産婦（できるだけ３回とも参加ください） 
参加費　200円（材料代） 
定　員　20人（予約要・先着順） 

と　こ　ろ と　き 
さんさん 

津山すこやか・こども 
センター 

骨密度測定

対　象　市内に在住する20～80歳の人（予約要） 

※400ミリリットル献血のみの受け付けです 

と　こ　ろ と　き 
津山すこやか・こどもセンター 

妊婦歯科検診

内　容　歯科検診、ブラッシング指導、歯垢の染め出し 
　　　　（希望者） 
定　員　18人（予約要、先着順） 

と　こ　ろ 
津山歯科医療センター（沼） 

と　き 

元気な子どもを育てるために
と　き 受付時間 健　診 

乳 児 健 診 
１歳6カ月児健診 
３ 歳 児 健 診 
ところ　津山すこやか・こどもセンター 

診療時間　午前９時～午後５時まで
でんわ ところ とき 科 

※医療機関は変更になる場合があります。受診の前に、 
　救急医療案内☎23-9910へお問い合わせください 

と　こ　ろ 問い合わせ先 相　談　名 と　き 

1月

問健康増進課☎32-2069 
※料金を掲載していないものは無料です 

健　　康 休日診療 

内科系 12月 
16日㈰ 

外科系 

内科系 
23日㈷ 

外科系 

内科系 
24日㈪ 

外科系 

内科系 
30日㈰ 

外科系 

内科系 
31日㈪ 

外科系 

内科系 １月 
１日㈷ 

外科系 

内科系 
２日㈬ 

外科系 

内科系 
３日㈭ 

６日㈰ 

外科系 

内科系 

外科系 

影山医院（上村） 
中尾内科クリニック（沼） 
只友医院（加茂町塔中） 
津山第一病院（中島） 
勝北すこやかクリニック（坂上） 
かんだ小児科医院（勝間田町） 
神谷内科医院（南新座） 
平井病院（加茂町中原） 
津山第一病院（中島） 
勝北診療所（杉宮） 
安田医院（上河原） 
平福診療所（平福） 
万袋医院（加茂町中原） 
津山中央病院（川崎） 
林小児科（山下） 
薄元医院（山北） 
いちば医院（二宮） 
平井病院（加茂町中原） 
津山中央病院（川崎） 
本位田診療所（新野東） 
またの内科循環器科クリニック（新職人町） 
弓狩小児科医院（南新座） 
平井病院（加茂町中原） 
津山中央病院（川崎） 
多胡クリニック（草加部） 
衣笠内科医院（椿高下） 
松尾小児科（二宮） 
只友医院（加茂町塔中） 
津山中央病院（川崎） 
大桑医院（川崎） 
中西クリニック（東一宮） 
井戸内科クリニック（山下） 
万袋医院（加茂町中原） 
津山中央病院（川崎） 
三村医院（北園町） 
江原内科医院（昭和町１丁目） 
西村医院（二宮） 
平井病院（加茂町中原） 
津山中央病院（川崎） 
影山医院（上村） 
中島病院（田町） 
只友医院（加茂町塔中） 
津山第一病院（中島） 

29-1511 
24-4488 
42-2043 
28-2211 
29-7701 
24-1222 
25-2177 
42-3131 
28-2211 
29-2324 
23-5537 
28-3858 
42-3025 
21-8111 
22-1256 
22-2465 
28-8300 
42-3131 
21-8111 
36-5613 
22-4758 
24-2035 
42-3131 
21-8111 
29-7111 
22-7811 
28-5570 
42-2043 
21-8111 
26-1349 
27-7200 
22-2101 
42-3025 
21-8111 
23-5225 
22-3825 
28-2100 
42-3131 
21-8111 
29-1511 
22-8255 
42-2043 
28-2211 

１月の相談 

女性の悩みごと相談 

鶴山塾教育相談 

女性と子どもの法律 
相談（無料・予約要） 
女性と子どもの 
なやみごと相談所 

毎週水曜日、19日㈯10：00～16：00 

毎週火・木曜日13：30～16：30、 
25日㈮10：00～12：00 

７日㈪・21日㈪13：30～16：40 

10日㈭・24日㈭10：00～15：00 

人権相談 16日㈬10：00～15：00 

さん・さん☎31‐2533 

こども課☎32‐2065 

さん・さん☎31‐2533 

鶴山塾☎22‐2523 

人権啓発課☎31‐0088 

津山男女共同参画センター 
「さん・さん」 

津山すこやか・こどもセンター 

さん・さん 

教育相談センター「鶴山塾」 

司法書士法律相談 
（無料・予約要） 

人権・行政・民生 
合同相談 

９日㈬・23日㈬13：30～16：30 環境生活課☎32‐2057 環境生活課 
（市役所１階１番窓口） 

津山市総合福祉会館 

全士業合同無料相談会 18日㈮9：30～16：00 岡山県司法書士会☎086‐226‐0470 津山市役所２階大会議室 

行政相談 16日㈬10：00～15：00 加茂支所市民生活課☎32‐7032 加茂町公民館 

21日㈪10：00～15：00 久米支所市民生活課☎32‐7011 久米支所 

住宅無料相談 24日㈭9：00～16：00 建築住宅課☎32‐2099 市役所1階市民ロビー 

17日㈭10：00～15：00 勝北支所市民生活課☎32‐7023 勝北老人憩いの家 

15日㈫、16日㈬ 
８日㈫、９日㈬ 
29日㈫、30日㈬ 

13:00～14:00 

①１月25日㈮ 10:00～14:30 
②２月１日㈮ 13:30～16:00 
③３月３日㈰ 10:00～12:00 

28日㈪  9:30～16:00 

20日㈰ 9:00～12:00 

25日㈮ 10:00～11:30 
　　　 12:30～15:30 

　　　　　　①答え  ②記事の感想や市政へのご意見 
　③次のⒶ～Ⓒの記念品の中から１つを書いて、 
　秘書広報室へ応募してください。 

応募方法 

問 

締め切り 
　 

け
い
じ
ば
ん

自治会紙（応募39人、正解39人） 
　　　　寺元雅夫さん、小原彩さん、小林美和さん、 
　中上しのぶさん、浅山心太さん 

平成25年１月10日（木）当日消印有効 
　当選者は１月号で発表 

※お便りの内容は広報紙やホームページで 
　紹介させていただくことがあります 

絵を描いたはがきに　①氏名とふりがな・ペンネーム可 
②年齢（学生は学校名と学年も）を記入してください 

※掲載された人には記念品を贈呈します 
※希望者には作品を返却します 

応
募
方
法 

“60周年を迎えました 津山市○○○○ 
 ○”  ○に入る漢字５文字は？ 

あて先は見本 
のとおりに書 
くだけでＯＫ 

秘
書
広
報
室
行 

記念品 Ⓐ図書カード Ⓑ津山洋学資料館招待券  (２枚）   
Ⓒあば温泉無料入場券(５枚） 

け
い
じ
ば
ん

正解者の中から抽選 
で５人に当たる！ 

当選者
10月号の正解

▶
 

江原　美穂子（小学４年生） 
▶
 

安藤　政純（神代） 

　

自
宅
の
近
く
で
ご
み
を
野
焼
き
す
る

人
が
い
て
困
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他

人
の
飼
い
猫
が
庭
に
ふ
ん
尿
を
し
て
困

っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
ど
の
よ
う
な
呼

び
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？ 
      　
　

 　
　
　

 

（
上
横
野
・
女
性
） 

　
家
庭
ご
み
を
屋
外
で
焼
却
す
る
こ
と

は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
処
罰

の
対
象
に
な
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、
通
報
を
受 

け
る
と
調
査
を
行
い
、 

改
善
す
る
よ
う
に
指
導 

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
環
境
生
活
課　
32
‐
２
０
５
５ 

 　
環
境
省
に
よ
る
と
、
約
６
割
の
家
庭

が
猫
を
室
内
で
飼
育
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
放
し
飼
い
の
猫
な
ど
に
よ

る
ふ
ん
尿
被
害
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。 

　
猫
は
、
十
分
な
愛
情
を
か
け
、
ふ
ん

尿
や
爪
と
ぎ
な
ど
の
し
つ
け
を
行
え
ば
、

室
内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、

交
通
事
故
や
感
染
症
か
ら
愛
猫
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
猫
の
飼
い
主
に
は
、
室
内
で
飼
う
こ

と
を
強
く
勧
め
て
い
ま
す
。 

　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー　

０
８
６
７ 

　

‐
24
‐
９
５
１
２ 

　
　

 

み
の
野
焼
き
や 

猫
の
ふ
ん
に
困
っ
て
い
ま
す 

ご

※
お
わ
び
と
訂
正 

・
11
月
号
21
ペ
ー
ジ
、
け
い
じ
ば
ん
「
美
作
学
講
座
〜
吉
備
の
国
分
寺 

　

を
探
る
〜
」
の
中
で
、
講
師
の
名
前
を
誤
っ
て
記
載
し
て
い
ま
し
た
。 

　

正
し
く
は
「
佐
藤
昭
嗣
さ
ん
」
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

 

▶
安
藤　

勝
子
（
神
代
） 


